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VOL.810江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

［ 今月の表紙 ］
風の国で毎年恒例の「長谷デー」が開催
され、青空の下、伝統の田植えばやしを
長谷地区郷土芸能保存会の皆さんが披露
しました（詳しくは 29 ページに掲載）

地
域
の
防
災
力
で
備
え
る

特
集



川
越
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
防
災
活
動

江
の
川
が
氾
濫
危
険
水
位
を
超
え
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」。

災
害
発
生
直
後
は
地
域
で
の
助
け
合
い
が
力
を
発
揮
し
ま
す
。

梅
雨
を
迎
え
る
今
、
地
域
の
防
災
活
動
を
通
じ
て

こ
れ
か
ら
の
防
災
を
考
え
ま
す
。

平成 30 年７月７日朝、桜江町川越地区渡田の様子。
（広報 2018 年９月号より転載）
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キーワード

　自主防災組織

　地域住民が「自分たちの地域は自分たちで
守る」という意識の下で結成し、自発的に防
災活動を行っている組織のこと。災害対策基
本法によって定められた。
　大規模災害が発生した際には、公的機関の
活動だけでは対応が困難になることが予想さ
れ、住民の自主的な防災活動が被害の防止・
軽減につながると考えられている。

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
、
市
内
で
最
も
被

害
の
大
き
か
っ
た
桜
江
町
川
越
地
区
。当
時
、

桜
江
町
内
で
は
降
水
量
が
少
な
か
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
中
国
山
地
で
の
集
中
豪
雨
に

よ
り
江
の
川
が
増
水
し
、
濁
流
が
住
宅
の
中

に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
地
区
の
約
３
割
の
世

帯
が
浸
水
被
害
を
受
け
、
田
畑
に
も
多
く
の

被
害
が
発
生
、
断
水
に
も
直
面
す
る
な
ど
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
川
越
地
区
で
は
、
平
成
29
年
か
ら
地
区

全
体
で
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
向
け
て

の
体
制
づ
く
り
や
研
修
、
避
難
経
路
の
確

認
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
か
ら
は
、
島
根
県
地
域
防
災

人
材
育
成
研
修
事
業
の
指
定
を
受
け
て
、

川
越
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
避
難
訓
練
の

計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
７
月

に
防
災
避
難
訓
練
を
実
施
し
よ
う
と
し
て

い
た
そ
の
と
き
、
川
越
地
区
を
江
の
川
の

猛
威
が
襲
い
ま
し
た
。

　
災
害
後
、
川
越
地
区
で
は
、
災
害
時
の

対
応
や
経
験
を
共
有
し
よ
う
と
昨
年
11
月

に
防
災
研
修
会
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
川
越
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
役
員
、
民
生
委
員
、
消
防
団
員
、
婦

人
会
の
会
員
、
防
災
安
全
部
員
や
自
治
会

役
員
な
ど
70
人
が
参
加
。
災
害
時
の
思
い

や
自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
、
検
証
を
行

い
ま
し
た
。

　
検
証
を
踏
ま
え
て
、
昨
年
12
月
16
日
朝
、

川
越
地
区
で
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
全

住
民
の
５
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
昭
和
58
年
の
災
害
時
と
同

様
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
を
想

定
。「
情
報
伝
達
・
避
難
行
動
・
安
否
確
認
」

を
テ
ー
マ
に
、
避
難
所
の
開
設
、
住
民
へ

の
情
報
伝
達
、
住
民
の
避
難
確
認
な
ど
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
最
も
重
視
し
た
の
が
住
民
の

安
否
確
認
で
す
。
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ

る
と
、
自
治
会
ご
と
に
、
住
民
に
対
し
て

避
難
の
声
掛
け
を
行
い
、
各
自
治
会
で
決

め
た
避
難
所
に
移
動
す
る
か
自
宅
避
難
に

す
る
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

災害対策本部立ち上げの訓練→
　大雨により桜江町全域に土砂災
害警戒情報が発表されたことを受
けて、災害対策本部を立ち上げ。
各自治会長や消防団員などと情報
を確認し合う（水の国）

←住民の避難確認・高齢者の避
難支援の訓練
　自治会ごとに、自治会長や消防
団員などが手分けをして、避難所
に行くか自宅で避難するかを住民
に確認（桜江町鹿賀）

災
害
発
生
時
、
ど
う
す
る
？

「
避
難
所
に
移
動
す
る
？
自
宅
で
避
難
す
る
？
」
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中
国
山
地
に
降
っ
た
豪
雨
が
瀬
戸
内
海

側
に
流
れ
、
岡
山
県
や
広
島
県
で
大
き
な

被
害
が
発
生
し
た
。

　
同
じ
頃
、
分
水
嶺
の
北
側
に
降
っ
た
豪

雨
は
、
江
の
川
流
域
を
濁
流
で
覆
い
な
が

ら
日
本
海
に
流
れ
出
て
い
く
。
真
夜
中
の

桜
江
町
川
越
地
区
に
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
か
ら
「
避
難
指
示
」
の
声
が
聞
こ

え
る
。

　
そ
の
時
！
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？

　
外
は
暗
闇
で
異
常
を
確
認
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
頼
り
に
で
き
る
の
は
、
戸
別

受
信
機
と
ご
う
つ
防
災
メ
ー
ル
か
ら
の
ダ

ム
放
流
量
の
情
報
だ
け
で
あ
る
。

無
線
の
お
か
げ

　

災
害
の
後
に
、「
そ
の
時
！
に
ど
う
動

い
た
の
か
？
」
を
検
証
す
る
住
民
参
加
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
川
越
地
区
で
平

成
30
年
11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
。
そ
の

際
に
、
抽
出
さ
れ
た
「
無
線
の
お
か
げ
」

の
言
葉
が
気
に
な
っ
た
。

　
「
お
か
げ
さ
ま
（
他
人
か
ら
の
恩
恵
を
受

け
た
と
き
に
、
感
謝
を
表
す
言
葉
）
で
無

事
に
避
難
で
き
た
の
は
、
戸
別
受
信
機
か

ら
の
声
が
あ
っ
た
か
ら
助
か
っ
た
ん
だ
ヨ
」

と
言
っ
て
い
る
と
勝
手
に
解
釈
を
す
る
。

　
こ
こ
数
年
、
他
の
豪
雨
災
害
の
被
災
地

か
ら
は
、避
難
の
情
報
が
「
聞
こ
え
な
か
っ

た
」、「
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
が

マ
ス
コ
ミ
か
ら
流
れ
て
く
る
。

受
け
手
の
感
度

　
戸
別
受
信
機
を
貸
与
す
る
事
業
で
加
入

率
を
高
め
、
自
助
の
避
難
行
動
に
結
び
つ

け
る
取
り
組
み
の
効
果
が
実
証
さ
れ
た
。

　

た
だ
、
受
け
手
が
「
床
の
間
の
飾
り
」

と
し
て
い
た
の
な
ら
ま
っ
た
く
役
立
た

ず
と
な
っ
て
し
ま
う
。「
無
線
の
お
か
げ
」

で
は
あ
る
が
整
備
し
た
か
ら
助
か
っ
た
訳

で
は
な
い
。

　
受
け
手
に「
音
」を
聞
く
感
度
が
備
わ
っ

て
い
た
か
ら
こ
そ
真
夜
中
の
水
災
害
か
ら

命
を
守
る
行
動
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

気
に
な
っ
た
ら
動
い
て
み
る

　
過
去
の
災
害
が
「
気
に
な
る
」
と
川
越

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
中
村
征
雄
会
長
）

か
ら
「
災
害
が
起
き
た
時
に
ど
の
よ
う
に

行
動
す
れ
ば
良
い
か
を
目
的
に
し
た
活
動

を
行
い
た
い
」
と
相
談
を
受
け
て
、
平
成

29
年
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
危

機
対
応
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
備
え
て
い
た
か

ら
こ
そ
「
中
国
太
郎
の
大
暴
れ
」
か
ら
住

民
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
川
越
地
区
で
行
わ
れ
た
防
災
避
難
訓
練

で
、
最
終
目
標
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
安
否

確
認
。「
昨
年
の
災
害
で
、
住
民
が
避
難
し

て
い
る
の
か
、
仕
事
な
ど
で
地
区
外
に
出

て
い
る
の
か
、
安
否
確
認
が
難
し
か
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
い
ま
す
」
と
、
川
越
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
・
会
長
の
中
村
征
雄
さ

ん
。
避
難
行
動
を
確
認
す
る
た
め
、
防
災

避
難
訓
練
で
は
各
自
治
会
で
全
て
の
住
民

に
対
し
て
避
難
の
声
掛
け
を
し
ま
し
た
。

　
防
災
避
難
訓
練
の
後
、
自
主
防
災
組
織

の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
地
域
防
災
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
山
﨑
隆
弘
さ
ん
、
島
根

県
、
江
津
市
な
ど
の
関
係
者
で
訓
練
の
振

り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
山
﨑

さ
ん
が
話
し
た
「
地
域
の
も
の
は
地
域
で

守
る
」
と
い
う
言
葉
。
災
害
発
生
直
後
は
、

地
域
で
の
助
け
合
い
が
重
要
で
す
。
こ
の

た
び
の
災
害
で
、
幸
い
に
も
人
的
被
害
が

な
か
っ
た
の
は
、
地
域
の
防
災
体
制
づ

く
り
や
自
主
防
災
組
織
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。「
水
害
を
防
ぐ
た
め
に
整
備
を
地
域

で
要
望
し
て
い
く
と
同
時
に
、
ま
ず
は
地

域
の
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
」
と
中
村
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。
川

越
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
・

セ
ン
タ
ー
長
の
坂
本
勤
さ
ん
も
、「
平
常

時
と
違
っ
て
災
害
時
に
訓
練
ど
お
り
に
動

け
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
時
の
体

制
や
行
動
な
ど
に
慣
れ
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
防
災
訓
練
を
継
続
的
に

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
自
主
防
災
組

織
の
こ
れ
か
ら
を
語
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
異
常
気
象
が
続
き
、
い
つ
災
害

が
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
昨
夏
の
豪
雨
災
害
も
、
市
内
で
は

ほ
と
ん
ど
雨
が
降
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
江
の
川
上
流
域
の
広
島
県
で
大
雨
特

別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
ほ
ど
の
記
録
的
な

大
雨
に
よ
っ
て
江
の
川
が
増
水
し
、
想
定

外
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
、
万
が
一
の
と
き
を
想
定
し

て
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
災
害
時
に
生
か

さ
れ
ま
す
。
避
難
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、

避
難
場
所
ま
で
の
道
筋
や
時
間
を
事
前
に

確
認
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
梅
雨

が
始
ま
る
今
、
防
災
情
報
を
調
べ
、
地
域

の
防
災
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地域防災ファシリテーターに聞く！

地域防災ファシリテーター
・NPO 法人ぼうぼうネット
山﨑　隆弘さん

（写真：川越地区の防災避難訓練後
の振り返りにて）

これからの防災活動について語り合う川越地域コ
ミュニティ交流センター長の坂本勤さん（写真右）、
川越まちづくり協議会長の中村征雄さん（写真左）

「
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
郷
づ
く
り
」

を
目
指
し
た
防
災
活
動
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　防災行政用無線は、現在利用しているアナログ波
からデジタル波への移行工事を行う予定です。デジ
タル化による準備が整うまでの間、戸別受信機の新
規申込を一時中止しています（広報３月号にも掲載）。
　災害時には、無線放送と同じ内容を「ごうつ防災メ
ール」で配信しています。ごうつ防災メールをご活用
ください。

ごうつ防災メールの登録

防災情報の入手方法例

防災行政用無線個別受信機の
新規申込を一時中止します　携帯電話やパソコンへ、電子メールで防災情報を配信

する「ごうつ防災メール」。気象警報、台風接近情報、ダ
ム放流情報、避難情報に震度速報などが届きます。
　登録は次のアドレスに空メールを送るか、ＱＲコードを
読み取り、案内に従って行ってください。

bousai.gotsu-city@raiden.
ktaiwork.jp

入手先・手段 入手・操作方法

しまね防災メール
登録方法は、しまね防災情報ホームページに掲載。
トップページ最上部「しまね防災メール」をクリック。
https://www.bousai-shimane.jp/

気象情報
（警報・注意報）

気象庁ホームページ　https://www.jma.go.jp/jma
トップページ最上部「防災情報」をクリック。

島根県水防情報システム 島根県土木部河川課ホームページ　https://www.suibou-shimane.jp/pc/
河川の水位や雨量をデータで見ることが可能。

浜原ダム放流量 中国電力邑智電力センター　℡ 0855-75-1901（音声案内）
浜原ダムからの放流量と江の川ダム（広島県三次市）地点の河川流量を聞くことが可能。

ＮＨＫデータ放送 ご自宅のテレビから、リモコンの「d」ボタンを押して、「防災・生活情報」を選択。

問総務課防災係　℡（５２）７９２７

防災情報を収集する

避難のタイミング
　平成31年３月に「避難勧告等に関するガイドライ
ン」が改定されました。
　洪水や土砂災害において、災害発生の恐れが高ま
った場合に、皆さんが速やかに行動に移せるよう、防
災情報と居住者などが取るべき行動を５段階に分け、
お知らせします。

※避難行動を開始する警戒レベル３以上につい
て掲載しています。詳しくは、内閣府防災情報の
ページをご確認ください（QRコード参照）。

警戒レベル 市からの情報 取るべき行動

レベル３
避難準備・
高齢者等避難
開始

・避難に時間がかかる高齢者など
は早めに避難する。
・その他の人は避難の準備をし、
自発的に行動する。

レベル４

避難勧告

避難指示（緊急）

緊急避難場所などへの避難を基
本とした行動を取る。

災害が発生するおそれが極めて高
いため、緊急に避難する。

レベル５ 災害発生情報※ 既に災害が発生しているため、命
を守るための最善の行動を取る。

※災害の状況に応じて発令

危
険
度

高

地域の防災力で備える［特集］

　災害による被害を最小限にとどめるには、迅速に情報を得て、
判断することが重要です。
　市では、避難情報などを市民の皆さんへ直接お知らせする手段と
して、「防災行政用無線」と「ごうつ防災メール」を整備しています。
　また、防災情報はテレビやインターネットなどの様々な手段で入
手することができます。日頃から情報入手方法を確認しておきま
しょう。
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地　　区 避　難　場　所 指定避難所 指定緊急
避難場所 津波 洪水 土石流 がけ崩れ

地滑り
大規模
な火災

嘉 久 志

●嘉久志地域コミュニティ交流センター
　高角小学校
　市民体育館
　地場産業振興センター
　江津保健センター

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○

和　　木
●和木地域コミュニティ交流センター
　うさぎ山こども園
　和木集会所

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

都 野 津

●都野津地域コミュニティ交流センター
　都野津会館
　津宮小学校
　津宮放課後児童クラブ
　のぞみ保育園

○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○

二　　宮 ●二宮地域コミュニティ交流センター
　青陵中学校

○
○

○
○ ○

○
○

○
○

○
○ ○

敬　　川
●敬川地域コミュニティ交流センター
　川波小学校
　敬川保育所

○
○
○

○
○
○

○
○

○

○

○
○
○

○

波　　子
●波子地域コミュニティ交流センター
　波子保育所
　常福寺

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○

跡　　市
●跡市地域コミュニティ交流センター
　旧跡市小学校
　里山こども園わたぼうし

○
○
○

○
○

○
○

○
○ ○ ○

有福温泉
●有福温泉地域コミュニティ交流センター
　旧有福温泉小学校
　本明自治会館

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○

○
○

長　　谷

●長谷地域コミュニティ交流センター
　山中多目的集会施設
　八戸集会所
　勝地集会所
　長谷生活改善センター

○
○
○
○
○

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○

市　　山

●市山地域コミュニティ交流センター
　市山文化福祉センター
　今田集会所
　正蓮寺
　福應寺
　江尾大元神社
　後山集落センター 
　旧市山保育所

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○

○

○

○

川　　戸

●桜江総合センター
　三田地集会所
　小田八幡宮
　小田集会所
　桜江中学校

○
○
○
○
○

○
○
○

○

○
○
○

○

○

○

○

○
○
○

○ ○

谷 住 郷
●谷住郷地域コミュニティ交流センター
　見水山八幡宮
　谷集会所
　谷住郷多目的集会所

○
○
○
○

○

○

○ ○

○

○

○

川　　越
●川越地域コミュニティ交流セン
　ター（水の国内）
　鹿賀会館
　坂本集会所

○

○
○

○ ○ ○ ○

※川越地区の渡会館・川越地区体育館・川越生活改善センター・下大貫会館・田津会館は、大雨により浸水す
る可能性が高いため、避難所の指定を外す予定で現在協議しています ｡ 新たな避難場所については、決まり次
第お知らせします。
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◎指定避難所とは
　災害が発生した場合に、被災者や避難した住民が避難
生活を送るための施設。

◎指定緊急避難場所とは
　災害発生時や災害が発生する恐れがあるときに、切迫し
た災害の危険から逃れるための施設・場所。津波や洪水
など災害の種類ごとに指定しています。

地　　区 避　難　場　所 指定避難所 指定緊急
避難場所 津波 洪水 土石流 がけ崩れ

地滑り
大規模
な火災

波　　積 ●波積地域コミュニティ交流センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

黒　　松
●黒松地域コミュニティ交流センター
　黒松ふれあい交流センター
　法正寺
　配食サービスセンター合歓の郷

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○

○

都　　治

●都治地域コミュニティ交流センター   
　さくらこども園
　江東中学校
　江津東小学校
　波来浜ふれあい集会所

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○

浅　　利 ●浅利地域コミュニティ交流センター
　あさりこども園

○
○

○
○

○ ○
○

○
○

松　　川
●松平地域コミュニティ交流センター
　旧松平小学校
　上津井ふれあいセンター

○
○
○

○

○

○

○

○

○ ○
川　　平 ●松平地域防災拠点施設 ○ ○ ○ ○ ○

渡　　津
●渡津地域コミュニティ交流センター
　石見智翠館高校
　江津清和養護学校
　県立少年自然の家

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

金　　田
●金田ふれあいセンター
　金田八幡宮
　金田大元神社

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○

高　　浜
●江津市子育てサポートセンター
　江津中学校
　総合市民センター
　めぐみ保育園

○
○
○
○

○
○
○

○

○

○
○
○

○
○
○

○

本　　町
●郷田地域コミュニティ交流センター
　郷田小学校
　本町第１集会所

○
○
○

○
○

○ ○
○

○
○

○
○

島 の 星 　島の星集会所 ○ ○ ○ ○ ○

◎「●」印のついた施設は、災害地区班（市職員）を配置する避難所です。
　災害の状況によっては、地区班の設置場所を変更することがあります。
◎災害の種類と状況によっては、開設しない避難所もありますので、
　江津市が発表する避難情報に注意して、適切な避難をしてください。
◎指定緊急避難場所には、異常な現象の種類ごとに切迫した災害の危険から
　逃れるための施設・場所として適しているものに「○」を表示しています。

指定避難所・
指定緊急避難場所
一覧表

問 総務課防災係　℡（52）7927　

避難所を確認する
いざというとき避難
すべき場所はどこな
のかをチェック！

　避難所には、「指定避難所」と「指定緊急避難場所」の２種類あります。
　命を守るために逃げ込むのが指定緊急避難場所、災害後に生活をするための場所
が指定避難所です。
※この２つは相互に兼ねることができます。

地域の防災力で備える［特集］
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新玉ねぎのカップスープ

材料（２人分）
・新玉ねぎ　1個（150ｇ）
・バター　小さじ1/2
・コンソメ（顆粒）　小さじ２
・ベーコン　１枚
・水　300㎖
・粉チーズ、ブラックペッパー、乾燥パ
セリ　それぞれお好みで

江 津 食 彩
朝ごはんに毎日プラス１皿の野菜

Cooking

1 人分の野菜使用量　75g

玉ねぎは、通年出回っていますが、「新玉ねぎ」
を食べられるのは今の時期だけです。

　簡単に作れるスープです。新玉ねぎの甘みとシ
ャキシャキ感を楽しみましょう。

作り方
１新玉ねぎは薄切りにする。
２ベーコンは５㎜幅に切る。
３耐熱カップに１２とバターを入れ、電子レンジでバターが溶け
る程度に加熱する。

４コンソメと水を３に加えてよく混ぜ、ふんわりとラップをして、電
子レンジで１分程度加熱する（足りなければ追加で加熱する）。

５よく混ぜてから、お好みで粉チーズ、ブラックペッパー、乾燥パセ
リをかける。

今月の休館日 ◎毎週火曜日
◎月末休館日：30 日（日）

■問江津市図書館 ℡（５２）０５５１
桜江分館 ℡（９２）０３００

Books 図書館においでよ！

ごうつの味　四季めぐり

おでかけとしょかん（移動図書館）

　桜江分館では、４月から桜江町内の地域コミュニティ
交流センターの行事や教室などにおでかけし、本の貸
出をしています。
　どなたでもご利用いただけます。見かけたら、お気
軽に声をお掛けください。

・貸出期間は１ヵ月です。登録には身分証明（免許証・保険証
など）が必要となります。
・雨天の場合は中止
する場合があります。
・返却は、借りられ
た場所または江津
市図書館および桜
江分館のどちらでも
可能です。

今月１日（土）から１ヵ月間、
江津市図書館本館のみで、

赤ちゃん絵本３冊を入れたバッグ
の貸出を行います。
ぜひご利用ください。

・図書館の貸出冊数限度の５冊に
は含みません。
・１人に付き１セットの貸出です。

３月に好評
だった企画を
本格運用！
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Information
Pick Up!

災
害
義
援
金
の
精
算
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た

皆
さ
ん
へ
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
を
お
配
り
し
ま
し
た
。

　

残
余
金
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
の
配
分
委
員
会
に
お
い
て
協
議
し
、

江
津
市
の
災
害
関
連
事
業
に
充
当
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、
全
国
か
ら
の
温
か
い

善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
義
援
金

■問
税
務
課
収
納
係　
℡
（
５
２
）
７
４
８
５

収入

区分 金額 備考

江津市
受付分 8,477,706円

島根県配分
委員会より 121,299,194円

雑収入 5円 預金利息

合計 129,776,905円

支出

区分 金額 備考

被災世帯
への配分 129,776,817円 182世帯

合計 129,776,817円

配分残余金	 88円
（江津市の災害関連事業に充当する）

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す

　

平
成
28
年
4
月
、
自
殺
対
策
基
本
法

が
改
正
さ
れ
、
全
て
の
自
治
体
に
対
し

自
殺
対
策
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
本
市
で
も
、
全
市
的
に
「
生

き
る
こ
と
の
包
括
的
支
援
」
を
推
進
す

る
自
死
対
策
総
合
計
画
を
今
年
度
策
定

し
ま
す
。

　

自
殺
対
策
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、

広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

江
津
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
閲
覧

場
所
に
て
資
料
が
確
認
で
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
活
動
や
経
験
か
ら
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
・
閲
覧
期
間

　
６
月
１
日
（土）
～
６
月
30
日
（日）

◎
閲
覧
場
所

　

江
津
市
健
康
医
療
対
策
課
お
よ
び
桜

江
支
所
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流

セ
ン
タ
ー

◎
意
見
募
集
対
象
者

①
江
津
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
江
津
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

に
勤
務
す
る
人

③
江
津
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

④
江
津
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す

る
人

⑤
計
画
な
ど
に
直
接
的
な
利
害
関
係
を

有
す
る
人

⑥
そ
の
他
、
市
に
縁
の
あ
る
人

◎
ご
意
見
の
公
表

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
内
容
と
市
の

回
答
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
い
た
だ
い
た

ご
意
見
に
、
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ

ん
。
同
様
の
ご
意
見
は
集
約
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◎
応
募
方
法

　

所
定
の
意
見
書
（
閲
覧
場
所
に
備
え

付
け
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に
ご
記
入
の
う
え
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
よ
り
ご
提
出
い

た
だ
け
ま
す
。

①
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
直
接
持
参

　
〒
６
９
５
‐
８
５
０
１

　
江
津
市
江
津
町
１
５
２
５

　
　
　
江
津
市
役
所
健
康
医
療
対
策
課

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
５
２
）
１
３
７
４

③
Ｅ
メ
ー
ル

　

pubcom
e@
city.gotsu.lg.jp

※
い
ず
れ
の
方
法
で
も
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

自
死
対
策
総
合
計
画
の
意
見
募
集

■問
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係　
℡
（
５
２
）
７
９
３
５
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Information
Pick Up!

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■問
水
道
課
業
務
係
・
施
設
管
理
係　
℡
（
５
２
）
０
５
５
５

第
61
回
「
水
道
週
間
」

６
月
１
日
～
７
日

水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
い
つ
も
の
む

　
い
つ
も
の
水
に
　
日
々
感
謝
」

　

水
道
週
間
は
、
厚
生
労
働
省
、
都
道

府
県
、
市
町
村
の
水
道
事
業
体
な
ど
に

よ
っ
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
週
間
に
併
せ
て
、
家
庭
で
の
漏

水
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

漏
水
の
確
認
方
法

①
家
庭
内
の
蛇
口
を
全
て
閉
じ
、
水
が

出
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

②
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
ふ
た
を
開
け
ま
す
。

③
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀

色
の
部
分
）
に
注
目
し
ま
す
。

④
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水

の
可
能
性
が
非
常
に
高
い
で
す
。

※
漏
水
し
て
い
た
場
合
は
、
江
津
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
庭
内
の
水
道
管
は
、
所
有

者
の
財
産
で
、
修
理
費
用
は
所
有
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
。

水
道
管
の
管
理
区
分

　

江
津
市
の
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て
い

る
給
水
管
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
除
い

て
所
有
者
の
財
産
で
す
。

　

管
理
区
分
は
、
下
の
図
に
示
す
と
お

り
、
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て
最
初
に
あ

る
止
水
栓
ま
で
が
、
水
道
課
の
管
理
区

分
で
す
。
止
水
栓
以
降
家
庭
内
の
給
水

管
は
、
所
有
者
の
管
理
区
分
で
す
の
で
、

維
持
、
修
理
は
所
有
者
の
負
担
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

小
規
模
貯
水
槽
水
道
の
適
正
な
管
理

　

容
量
が
10
㎥
以
下
の
小
規
模
貯
水
槽

を
設
置
し
て
い
る
法
人
や
個
人
（
設
置

者
）
は
、
次
の
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

◎
小
規
模
貯
水
槽
水
道
を
設
置
し
、
変

更
し
、
ま
た
は
廃
止
し
た
と
き
は
、

速
や
か
に
そ
の
旨
を
水
道
課
に
届
け

出
る
こ
と

◎
貯
水
槽
の
周
囲
を
常
に
清
潔
に
保
ち

損
傷
の
有
無
や
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
点
検
を
行
う
こ
と

◎
水
道
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
色
、
濁

り
、
臭
い
や
味
な
ど
の
異
常
の
有
無

に
つ
い
て
の
検
査
、
残
留
塩
素
の
測

定
を
定
期
的
に
行
う
こ
と

◎
貯
水
槽
の
清
掃
を
１
年
以
内
ご
と
に

１
回
、
定
期
的
に
行
う
こ
と

　

そ
の
他
、
き
れ
い
な
飲
料
水
の
た
め

に
適
切
な
措
置
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

　

各
家
庭
・
施
設
に
設
置
し
て
い
る
水

道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ

り
有
効
期
限
が
製
造
か
ら
８
年
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
メ
ー
タ
ー

は
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
取
り
替
え

を
行
い
ま
す
。

　

取
替
作
業
は
、
江
津
市
水
道
事
業
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
委
託
し
、

取
替
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

　

取
替
作
業
の
際
に
は
敷
地
内
へ
立
ち

入
る
場
合
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
６
、７
月
実
施
地
区

　
渡
津
・
江
津
・
嘉
久
志
・
和
木
・

　
二
宮
・
都
野
津
・
敬
川
・
桜
江

◎
７
、８
月
実
施
地
区

　
黒
松
・
都
治
・
後
地
・
浅
利
・

　
波
積
・
川
平
・
松
川
・
波
子
・

　
有
福
・
跡
市
・
千
田

パイロット
水道メーター

水道管の管理区分図
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国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

◎
対
象
者

　
島
根
県
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
市
が

交
付
す
る
保
険
証
を
持
つ
人
）
で
、
国
民

健
康
保
険
料
の
未
納
の
な
い
世
帯
の
人

◎
対
象
に
な
ら
な
い
人　

・
す
で
に
人
間
ド
ッ
ク
が
決
定
し
た
人

・
す
で
に
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
人

◎
申
込
期
間　
６
月
３
日
（月）
～
６
月
10
日
（月）

◎
申
込
方
法

　

国
民
健
康
保
険
証
・
特
定
健
康
診
査

受
診
券
（
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に

郵
送
し
て
い
ま
す
）
を
必
ず
持
参
し
、

保
険
年
金
課
ま
た
は
桜
江
支
所
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

来
庁
が
困
難
な
人
は
、
郵
送
（
期
間

内
必
着
）
で
も
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
受
診
予
定
日　
９
月
以
降

※
ご
希
望
と
は
異
な
る
日
程
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
内
容　

【
済
生
会
江
津
総
合
病
院
】

・
一
日
外
来
ド
ッ
ク
10
人
程
度

・
脳
ド
ッ
ク
40
人
程
度

　

申
込
多
数
の
場
合
は
前
年
度
に
受
診

さ
れ
て
い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

◎
個
人
負
担
金

・
一
日
外
来
ド
ッ
ク　
８
０
０
０
円

・
脳
ド
ッ
ク　
　
　
　
９
０
０
０
円

◎
そ
の
他

　

体
内
に
金
属
が
入
っ
て
い
る
人
は
、

脳
ド
ッ
ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

　
℡
（
５
２
）
７
９
３
７

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
脳
ド
ッ
ク

◎
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で
、

保
険
料
の
未
納
が
な
い
人

◎
対
象
に
な
ら
な
い
人　

・
す
で
に
脳
ド
ッ
ク
受
診
が
決
定
し
た
人

・
す
で
に
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受
診

し
た
人

◎
申
込
期
間　
６
月
３
日
（月）
～
６
月
10
日
（月）

◎
申
込
方
法

　
被
保
険
者
証
・
健
康
診
査
受
診
券
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
に
郵
送
し
て
い
ま
す
）
を
持
参
し
、

保
険
年
金
課
ま
た
は
桜
江
支
所
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

来
庁
が
困
難
な
人
は
、
郵
送
（
期
間

内
必
着
）
で
も
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
受
診
予
定
日　
12
月
下
旬
～
１
月
下
旬

※
ご
希
望
と
は
異
な
る
日
程
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
内
容　

【
済
生
会
江
津
総
合
病
院
】

・
脳
ド
ッ
ク
22
人
程
度

　

申
込
多
数
の
場
合
は
前
年
度
に
受
診

さ
れ
て
い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

◎
個
人
負
担
金　
９
０
０
０
円

◎
そ
の
他

　

体
内
に
金
属
が
入
っ
て
い
る
人
は
、

脳
ド
ッ
ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
℡
（
５
２
）
７
４
８
３

　
労
働
保
険
年
度
更
新
の
申
告
・
納
付

手
続
き
が
始
ま
り
ま
す
。
労
働
保
険
に

加
入
す
る
事
業
主
は
、
５
月
末
頃
に
届

い
た
申
告
書
に
よ
り
、
年
度
更
新
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
更
新
の
手
続
き
を
正
し
く
行
っ

て
も
ら
う
た
め
、
各
地
区
で
労
働
保
険

料
な
ど
の
申
告
相
談
受
付
を
開
催
し
ま

す
。
開
催
場
所
な
ど

は
、
島
根
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◎
手
続
き
の
期
間

　
６
月
３
日
（月）
～
７
月
10
日
（水）

◎
口
座
振
替
で
の
納
付
方
法

　
労
働
保
険
料
お
よ
び
一
般
拠
出
金
の

納
付
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
を
ご
利

用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
電
子
申
請
も
利
用
で
き
ま
す

　
労
働
保
険
の
年
度
更
新
、
所
在
地
な

ど
の
変
更
な
ど
の
手
続
き
で
電
子
申
請

が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
電
子
申
請
は
、
24
時
間
い
つ
で
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
届
出
・
申
請
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
者
再
募
集

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

■問
島
根
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室　
℡
０
８
５
２
（
２
０
）
７
０
１
０

▲ＨＰはこちら
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65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

平
成
30
年
中
の
所
得
や
平
成
31
年
度
（
令

和
元
年
度
）
市
民
税
の
課
税
（
非
課
税
）

状
況
で
算
定
し
、
決
定
通
知
書
を
6
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

の
人

　

決
定
し
た
介
護
保
険
料
の
年
額
を
、

6
月
か
ら
3
月
ま
で
の
10
回
で
納
め
ま

す
。
口
座
振
替
の
申
込
を
し
て
い
る
人

は
、
6
月
か
ら
3
月
ま
で
の
毎
月
末
日

（
12
月
は
27
日
、
月
末
日
が
金
融
機
関
休

業
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
に
指
定
の

口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

　

年
金
天
引
き
で
介
護
保
険
料
を
納
め

て
い
る
人
は
、前
半
（
4
月・6
月・8
月
）

が
前
年
度
の
所
得
を
基
に
計
算
し
た
仮

徴
収
、
後
半
（
10
月
・
12
月
・
2
月
）

が
今
年
度
の
所
得
を
基
に
計
算
し
た
本

徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

本
徴
収
は
決
定
し
た
１
年
分
の
保
険

料
か
ら
、
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額

を
後
半
で
納
め
ま
す
。

保
険
料
の
減
免

　

風
水
害
や
火
災
な
ど
の
災
害
に
あ
っ

た
場
合
や
、
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て

維
持
す
る
人
が
死
亡
・
失
業
・
事
業
を

廃
業
し
た
こ
と
な
ど
で
生
活
が
著
し
く

困
難
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
保
険
料
が

減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

低
所
得
者
保
険
料
軽
減

　

令
和
元
年
10
月
の
消
費
税
増
税
分
を

財
源
に
、
保
険
料
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者

　

保
険
料
段
階
第
１
段
階
～
第
３
段
階

の
人

※
表
中
の
「
年
間
保
険
料
」
は
軽
減
後

の
額
で
す
。

介
護
保
険
料

■問
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
課　
℡
０
８
５
５
（
２
５
）
１
５
２
０

保
険
料
段
階

該
当
者

年
間
保
険
料

第
1
段
階

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
前
年
の
課
税
年
金
収

入
額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
80
万
円
以
下
の
人

３
１
，
４
１
０
円

第
2
段
階

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
前
年
の
課
税
年
金

収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
80
万
円
を
超
え

１
２
０
万
円
以
下
の
人

５
０
，
２
５
６
円

第
3
段
階

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
前
年
の
課
税
年
金

収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
１
２
０
万
円
を

超
え
る
人

６
０
，
７
２
６
円

第
4
段
階

本
人
が
住
民
税
非
課
税
で
、
前
年
の
課
税
年
金
収
入

額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
80
万
円
以
下
の
人

（
世
帯
内
に
住
民
税
課
税
者
が
い
る
場
合
）

７
５
，
３
８
４
円

第
5
段
階

本
人
が
住
民
税
非
課
税
で
、
前
年
の
課
税
年
金
収
入

額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
80
万
円
を
超
え
る
人

（
世
帯
内
に
住
民
税
課
税
者
が
い
る
場
合
）

８
３
，
７
６
０
円

第
6
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
２
０
万
円
未
満
の
人

１
０
０
，
５
１
２
円

第
7
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
２
０
万
円
以
上
１
６
０
万
円
未
満
の
人

１
１
７
，
２
６
４
円

第
8
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
６
０
万
円
以
上
２
０
０
万
円
未
満
の
人

１
３
４
，
０
１
６
円

第
9
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

２
０
０
万
円
以
上
３
０
０
万
円
未
満
の
人

１
５
０
，
７
６
８
円

第
10
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

３
０
０
万
円
以
上
５
０
０
万
円
未
満
の
人

１
６
７
，
５
２
０
円

第
11
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

５
０
０
万
円
以
上
７
０
０
万
円
未
満
の
人

１
８
８
，
４
６
０
円

第
12
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

７
０
０
万
円
以
上
の
人

２
０
９
，
４
０
０
円

Information
Pick Up!
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「
国
民
健
康
保
険
料
納
入
通
知
書
」
を

送
付
し
ま
す
（
６
月
中
旬
発
送
）。

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

の
人

　
１
期（
６
月
）か
ら
10
期（
翌
年
３
月
）

ま
で
の
10
回
払
い
で
す
。

　
納
期
限
は
、
納
期
月
の
月
末
で
す
（
月

末
が
土
日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日
。
12

月
は
30
日
）。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

　

４
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
偶
数
月

６
回
の
年
金
天
引
き
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
初
め
て
年
金
か
ら
の
支

払
い
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
１
期
か
ら

４
期
（
６
～
９
月
）
ま
で
は
、
納
付
書

か
口
座
で
の
支
払
い
（
普
通
徴
収
）
で
、

10
月
か
ら
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

に
変
わ
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
２
月
に
年
金
天
引
き
で

あ
っ
た
世
帯
は
、
４
月
か
ら
仮
徴
収
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

※
仮
徴
収
【
４
月
・
６
月
・
８
月
】　　

　
前
年
度
の
保
険
料
額
を
基
準
と
し
た
見
込

み
額
で
、世
帯
主
の
年
金
か
ら
支
払
う
期
間
。

10
月
以
降
は
、
年
間
保
険
料
額
か
ら
仮
徴
収

分
を
差
し
引
い
た
額
を
支
払
い
ま
す
。
た
だ

し
、
世
帯
主
が
、
今
年
度
75
歳
を
迎
え
る
場

合
に
は
、
誕
生
日
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
へ
加
入
と
な
る
た
め
、
納
付
書
か
口

座
振
替
に
よ
る
支
払
い
（
普
通
徴
収
）
に
な

り
ま
す
。

　

年
金
天
引
き
の
世
帯
で
も
、
世
帯
主

か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
口
座
振
替
へ

変
更
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
場
合
で
も
、
振
替
不
能

な
ど
、
保
険
料
を
確
実
に
納
め
て
い
な

い
場
合
に
は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
支

払
い
と
な
り
ま
す
。

介
護
納
付
金
の
取
扱
い

　

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
、
年

度
途
中
に
65
歳
に
な
る
場
合
の
介
護
納

付
金
額
は
、
65
歳
の
誕
生
月
の
前
月
（
１

日
が
誕
生
日
の
人
は
そ
の
前
々
月
）
ま

で
の
分
が
月
割
し
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
額
を
１
期
か
ら
10
期
に
振
り
分
け

て
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
第
一
号

被
保
険
者
分
の
介
護
保
険
料
と
の
二
重

請
求
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

40
歳
到
達
者
は
、
到
達
月
か
ら
介
護

納
付
金
額
を
あ
わ
せ
て
月
割
し
算
定
し

た
額
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料

■問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係　
℡
（
５
２
）
７
９
３
７

　

社
会
教
育
活
動
の
振
興
や
人
材
育
成

を
図
る
た
め
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る

人
に
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
条
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
、
中
学
生
】

◎
対
象
と
な
る
大
会

　

文
部
科
学
省
ま
た
は
都
道
府
県
や
都

道
府
県
教
育
委
員
会
が
後
援
す
る
全
国

大
会

◎
対
象
と
な
る
人

　

個
人
ま
た
は
団
体
で
、
市
内
の
小
中

学
校
に
在
籍
し
、
か
つ
、
市
内
に
住
所

を
有
す
る
人

◎
激
励
金
支
給
額

　
個
人
１
万
円
、
団
体
５
万
円

◎
申
請
者

　
学
校
、
ク
ラ
ブ
関
係
者
ま
た
は
保
護
者

【
成
人
】

◎
対
象
と
な
る
大
会

・
国
民
体
育
大
会

・
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
体

育
協
会
ま
た
は
加
盟
団
体
が
主
催
、
所

管
、
後
援
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会

◎
対
象
と
な
る
人

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
島
根
県
大
会

や
中
国
予
選
大
会
な
ど
に
よ
り
全
国
大

会
出
場
権
を
獲
得
し
出
場
す
る
選
手

◎
激
励
金
支
給
額

　

個
人
５
千
円
、
団
体
１
人
当
た
り

５
千
円
（
上
限
３
万
円
）

◎
申
請
者

　
本
人
ま
た
は
団
体
の
代
表
者

※
い
ず
れ
も
、
全
国
大
会
が
始
ま
る
２

週
間
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
大
会
出
場
激
励
金

■問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　
℡
（
５
２
）
７
９
５
９
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災
害
ご
み
の
回
収
を
終
了
し
ま
す

　

昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
災
害

ご
み
の
回
収
を
６
月
末
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。

　
今
後
も
、
燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ
な

い
ご
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
理
施
設
で
処

理
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
搬
入
を
受
け
付

け
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
事
前
に
市
民

生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

環
境
図
書
を
貸
し
出
し
ま
す

　
６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
子
ど
も
た
ち

の
環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深

め
る
た
め
、
紙
芝
居
や
絵
本
な
ど
の
環
境

図
書
を
読
み
聞
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

テ
レ
ビ
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
消
し
て

読
み
聞
か
せ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
電

気
使
用
量
が
減
り
、
地
球
温
暖
化
の
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
貸
出
期
間　
１
ヵ
月

◎
貸
出
冊
数　
３
冊
ま
で

◎
貸
出
図
書

・
紙
芝
居
「
ほ
ん
と
に
ほ
ん
と
に
ゴ
ミ
か

な
？
」
ほ
か
13
種

・
絵
本
「
ち
き
ゅ
う
は
み
ん
な
の
い
え
」

ほ
か
26
種

・大
型
絵
本
「
も
っ
た
い
な
い
の
は
、ど
っ

ち
？
」

◎
貸
出
窓
口　
江
津
市
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
協
議
会
事
務
局
（
市
民
生
活
課
内
）

ク
ー
ル
ビ
ズ
で
地
球
に
優
し
い

生
活
を
！

　

江
津
市
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
に

取
り
組
み
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
家

庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
積
極
的
な
取
り
組
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
期
間　
10
月
31
日
ま
で

◎
取
り
組
み
内
容

・
冷
房
時
の
室
温
設
定
28
℃

・
軽
装
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
な
ど
暑
さ
を
し
の
ぎ
や
す
い
服

装
）
勤
務
の
推
進

・
エ
ア
コ
ン
に
頼
り
す
ぎ
な
い
工
夫
（
ブ

ラ
イ
ン
ド
、
扇
風
機
の
活
用
、
う
ち
わ

や
扇
子
、
冷
感
グ
ッ
ズ
の
使
用
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
設
置
な
ど
）

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
、
煙

で
困
っ
て
い
る
」、「
洗
濯
物
に
に
お
い

が
付
く
」、「
煙
で
ぜ
ん
息
が
悪
化
し
な

い
か
心
配
で
あ
る
」
な
ど
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や

火
災
の
危
険
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
焼
却
炉
、
ド
ラ
ム
缶
・
ブ

ロ
ッ
ク
囲
い
・
素
掘
り
の
穴
を
利
用
し

た
も
の
な
ど
に
よ
る
焼
却
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
例
外
と
お
願
い

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を
得

な
い
焼
却
な
ど
、
法
律
で
例
外
的
に
認

め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
焼
却
量
や
時
間
帯
、
風
向
き
な

ど
を
考
慮
し
、
ご
近
所
の
理
解
を
得
て
、

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
生
活
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係　
℡
（
５
２
）
７
９
３
６

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
６
月

１
日
を
記
念
し
て
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
人
権
尊
重
の

大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
日
と
し
て
、
啓

発
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
、
全
国
一
斉

特
設
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
い
て
人
権
相
談
を
受
け
、
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務

局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ

る
被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
、
人
権
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
人
権
相
談
委
員

　
大
原
康
敬
（
都
治
町
）、
木
原	

聖
（
都

野
津
町
）、
山
﨑
玲
子
（
江
津
町
）、
山

縣
雄
二
（
二
宮
町
）、
濱
岡
律
子
（
渡
津

町
）、
服
部
恭
子
（
桜
江
町
市
山
）、
安

原
八
千
子
（
桜
江
町
谷
住
郷
）

◎
相
談
日　
６
月
３
日
（月）
、
４
日
（火）

※
時
間
と
会
場
は
、
27
ペ
ー
ジ
「
く
ら

し
の
広
場
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

■問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー　
℡
（
５
２
）
１
０
１
８
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課名 係名 直通番号

政策企画課
政策企画係 52-7925
広聴広報係 52-7960

　地域振興室 地域振興係 52-7926

総務課
行政係

52-7927
防災係

　情報統計室 情報統計係 52-7928

財政課
財政係 52-7929
管財入札係 52-7489

人事課 人事給与係 52-7930

税務課
収納係 52-7485
市民税係 52-7931
固定資産税係 52-7932

社会福祉課
地域福祉係 52-7938
生活支援係 52-7486

子育て支援課
子育て支援係 52-7487
保育係 52-7933

健康医療対策課

高齢者福祉係 52-7480
包括支援係

52-7488
包括支援ｾﾝﾀｰ
障がい者福祉係 52-7934
健康増進係

52-7935
地域医療対策係

市民生活課
市民係 52-7482
生活環境係

52-7936
施設管理係

保険年金課
国民健康保険係 52-7937
医療年金係 52-7483

人権啓発センター 52-1018

課名 係名 直通番号

農林水産課
農業振興係 52-7493
農政係 52-7956
林業水産係 52-7957

商工観光課
商工振興係

52-7494観光振興係
企業立地係

土木建設課

施設管理係 52-7491
道路河川係 52-7492
用地係

52-7953
地籍調査係

　国県事業推進室 国県事業推進係 52-7954

都市計画課

施設管理係 52-7951
建築指導係 52-7490
都市計画係

52-7952
庁舎建設係

下水道課
管理係 52-7497
建設係 52-7961

会計課 会計係 52-7484

水道課
業務係 52-0555
建設係

52-0590
施設管理係

議会事務局 52-7498

学校教育課
管理係

52-7495
学事係

社会教育課
社会教育係 52-7496
文化スポーツ振興係 52-7959

農業委員会事務局 52-7958
選挙管理委員会事務局、監査委員事務局 52-7499

市役所の各課・係への直通番号をご利用ください
■問総務課行政係　℡（５２）７９２７

電話番号から担当課・担当係へ直接連絡できます。
・担当部署がわからないときや、閉庁時（土･日・祝日、平日の午後５時 15 分～午前 8 時 30 分）
は代表番号におかけください。
・お問い合わせが集中したときも代表番号（総務課につながります）をご利用ください。

◎代表番号　本庁舎　　℡（５２）２５０１　FAX（５２）１３８０
桜江支所　℡（９２）１２１１　FAX（９２）０９０５

Information
Pick Up!
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住
宅
の
新
築
・
改
修
な
ど
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
に
指
定

さ
れ
る
見
込
み
の
あ
る
区
域

⑤
事
業
着
手
時
点
で
過
去
３
年
間
に
災
害

救
助
法
の
適
用
を
受
け
た
地
域

◎
補
助
内
容

①
除
却
費　
上
限
97
万
５
千
円

②
建
設
費
（
購
入
お
よ
び
改
修
も
含
む
）

上
限
４
５
７
万
円

③
土
地
購
入
費　
上
限
２
０
６
万
円

④
敷
地
造
成
費　
上
限
59
万
７
千
円

合
計
補
助
限
度
額　
８
２
０
万
２
千
円

※
②
～
④
に
関
わ
る
費
用
は
金
融
機
関
か

ら
借
入
が
必
要
で
す
。

■問
都
市
計
画
課
建
築
指
導
係

　
℡
（
５
２
）
７
４
９
０

■ 

狭
あ
い
道
路

拡
幅
整
備
の
費
用

　
狭
い
道
路
は
救
急
車
や
消
防
車
が
入
り

に
く
く
、
住
環
境
や
防
災
上
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
狭
あ
い
道
路
の
後
退
用
地
の
整
備
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

◎
補
助
対
象
者

　
後
退
用
地
を
無
償
で
使
用
す
る
こ
と
を

承
諾
ま
た
は
無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
人

◎
対
象
と
な
る
狭
あ
い
道
路

　
建
築
基
準
法
第
42
条
第
2
項
の
規
定
よ

り
に
指
定
さ
れ
た
市
道

◎
補
助
内
容

①
分
筆
に
係
る
測
量
及
び
登
記
の
費
用
：

上
限
20
万
円
（
無
償
提
供
の
場
合
に
限

る
）

②
拡
幅
整
備
に
要
す
る
費
用
：
上
限
30
万

円
（
既
存
支
障
物
の
除
去
な
ど
お
よ
び

舗
装
）

◎
申
請
時
期　
随
時
受
付

■問
都
市
計
画
課
建
築
指
導
係

　
℡
（
５
２
）
７
４
９
０

■ 

危
険
住
宅
の
移
転

　
危
険
住
宅
の
除
却
や
新

た
に
建
設
す
る
住
宅
（
購

入
も
含
む
）
に
必
要
な
経

費
の
一
部
を
市
が
助
成
し

ま
す
。

◎
対
象
の
住
宅

　
が
け
地
の
崩
壊
、
土
石
流
、
雪
崩
お
よ

び
地
す
べ
り
に
よ
り
、
住
民
の
生
命
に
危

険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
区
域
内
に
建
つ

住
宅

◎
補
助
対
象

　
次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
区
域
に
存
在
す
る
既
存
不
適
格
住

宅
（
危
険
住
宅
）
が
、
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。

①
建
築
基
準
法
第
39
条
第
１
項
に
基
づ
き

県
条
例
で
指
定
し
た
災
害
危
険
区
域

②
建
築
基
準
法
第
40
条
に
基
づ
き
建
築
を

制
限
し
て
い
る
区
域
（
昭
和
35
年
10
月

４
日
以
前
に
建
築
し
た
住
宅
に
限
る
）

③
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

④
土
砂
法
第
４
条
第
１
項
に
定
め
ら
れ
た

基
礎
調
査
を
完
了
し
、
土
砂
災
害
特
別

　５月１日以後に市から発送する通知書・納付書などは、原則とし
て「令和」を用います。
　ただし、事務処理の時期やシステムの関係から、「平成31年度」
が表記される場合があります。
　「平成」と表記がある文書などについては、法律上の効果が変わ
ることがなく、有効なものとして取り扱われます。
　「平成 31年度」とある通知書・納付書などは、「令和元年度」
に読み替えていただきますようお願いします。
■問 総務課行政係　℡（５２）７９２７

改元に伴う文書などの取扱い

平
成

令
和

５月１日以降、「平成」の記載がある文
書などは「令和」に読み替えてください。
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■ 

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

　
木
造
住
宅
な
ど
の
所
有
者
が
行
う
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
の
費
用
の
一
部
を
市
が

助
成
し
ま
す
。

◎
対
象
の
住
宅

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建
て
木
造
住
宅

【
耐
震
診
断
】

◎
補
助
内
容

　
一
般
耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の
２
以
内

の
額
（
上
限
５
万
円
）

【
耐
震
補
強
計
画
】

◎
補
助
対
象

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
定
が

１・０
未
満
と
さ
れ
、
１・０
以
上
に
向
上
さ

せ
る
た
め
の
補
強
計
画
を
作
成
す
る
費
用

◎
補
助
内
容

　
耐
震
補
強
計
画
に
要
す
る
費
用
の
３
分

の
２
以
内
の
額
（
上
限
40
万
円
）

【
耐
震
改
修
】

◎
補
助
対
象

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
定
が

１・
０
未
満
と
さ
れ
、
１・
０
以
上
に
向
上

さ
せ
る
た
め
の
耐
震
改
修

◎
補
助
内
容

　
耐
震
改
修
費
用
の
１
０
０
分
の
23
以
内

の
額
（
上
限
75
万
円
）

【
解
体
除
却
】

◎
補
助
対
象

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
定
が

１・０
未
満
と
さ
れ
、
解
体
除
却
す
る
場
合

◎
補
助
内
容

　
解
体
除
却
費
用
の
１
０
０
分
の
23
以
内

の
額
（
上
限
40
万
円
）

■問
都
市
計
画
課
建
築
指
導
係

℡
（
５
２
）
７
４
９
０

■ 

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

　
川
や
海
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
快
適

な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
合
併
浄
化
槽

の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◎
対
象
の
地
域

　
公
共
下
水
道
の
事
業
認
可
区
域
お
よ
び

集
合
処
理
区
域
（
農
業
集
落
排
水
事
業
区

域
な
ど
）
以
外
の
地
域

◎
補
助
内
容

①
５
人
槽　
１
１
７
，
０
０
０
円

②
７
人
槽　
１
３
５
，
０
０
０
円

③
10
人
槽　
１
７
１
，
０
０
０
円

■問
下
水
道
課
管
理
係

　
℡
（
５
２
）
７
４
９
７

■ 

石
州
瓦
の
利
用

（
石
州
瓦
利
用
促
進
・
石
州
瓦
の
家

で
安
心
子
育
て
応
援
事
業
）

◎
対
象

①
石
州
瓦
を
使
用
し
て
住
宅
を
新
築
・
購

入
、
増
改
築
（
屋
根
替
え
を
含
む
）
す

る
子
育
て
世
帯

②
石
州
瓦
を
使
用
し
た
地
域
の
子
育
て
支

援
施
設
を
新
築
・
購
入
、
増
改
築
（
屋

根
葺
き
替
え
含
む
）
す
る
団
体

◎
補
助
内
容

①
新
築
・
購
入　
最
大
７
万
円

②
増
改
築
・
屋
根
替
え　
最
大
５
万
円

◎
募
集
期
間　
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

■問
石
州
瓦
工
業
組
合

　
℡
（
５
２
）
５
６
０
５

■ 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

（
し
ま
ね
長
寿
・
子
育
て
安
心
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
）

　
高
齢
者
も
し
く
は
身
体
障
が
い
者
が
居

住
す
る
住
宅
の
所
有
者
が
行
う
バ
リ
ア
フ

リ
ー
・
子
育
て
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
県

が
助
成
し
ま
す
。

◎
対
象
の
住
宅

　
既
存
の
一
戸
建
て
住
宅

◎
補
助
内
容

　
工
事
費
の
23
％
以
内
で
、
一
戸
当
た
り

上
限
30
万
円
で
す
。
子
育
て
世
帯
を
含
む

３
世
代
同
居
・
近
居
世
帯
に
は
、
子
育
て

リ
フ
ォ
ー
ム
も
助
成
対
象
と
し
、
１
戸
あ

た
り
上
限
40
万
円
と
し
ま
す
。

◎
募
集
期
間　
令
和
２
年
２
月
14
日
ま
で

■問
島
根
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
６
）
４
５
７
７

　誰もが知っているラジオ体操を正しく、より効果的に行う方法を一緒に勉強しましょう。
◎講師　現NHKテレビラジオ体操指導者　岡本美佳先生
　　　　現NHKテレビラジオ体操アシスタント　清水沙希先生
◎日時　６月20日（木）　午前10時～11時30分
◎会場　都野津地域コミュニティ交流センター
◎対象　興味・関心のある人どなたでも　
◎参加費　無料
◎申込　下記まで電話にてお申し込みください。
■申 ■問 健康医療対策課健康増進係　	℡（５２）７９３５

ラジオ体操講習会の開催

２月 20 日、じばさんセンターで開
催されたラジオ体操講習会の様子
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健康
＆

すくすく

自覚症状がなくても健康状態を確認して、生活習慣の改善に役立てましょう。

対象年齢 40歳～74歳
75歳以上の人

（65歳～74歳で後期高齢者医療制度の障
害認定を受けている人を含む）

種類 特定健康診査 健康診査

実施主体 江津市国民健康保険 各医療保険 島根県後期高齢者医療広域連合

実施時期 6月～10月 各医療保険で
異なります。

6月～10月

負担金 1,000円 無料

◎定期的に医療機関で検査を受けている人も、特定健康診査・健康診査を受けましょう。
◎生活保護法による被保護世帯の人は、市が実施主体になります（負担金は無料）。
◎具体的な内容は、加入する医療保険者または下記までお問い合わせください。
◎桜江地区の人は、総合健診（9 月 28 日実施）を受けることができます。詳しくは後日お知らせします。
■申■問保険年金課国民健康保険係　℡（５２）７９３７（特定健康診査）
　　　　　　　　　医療年金係　℡（５２）７４８３（健康診査）
　　健康医療対策課健康増進係　℡（５２）７９３５（生活保護健診）

特定健康診査・健康診査を受けましょう

もっと延ばそう、健康寿命！
　近年、医療の発展や高齢者の社会進出も加わり、平均寿命や健康寿命が延びて
います。
　最後まで自分らしく、自立した生活を送るためには日々の自分の健康に関心を持
ち、より良い生活習慣を心がけることが大切です。
　自分の健康状態を知るために、ますは健康診査を受けてみましょう。
　元号が変わり、新たな時代の幕開けです。これを機に健康的な生活習慣の取り
組みを始めてみませんか？

江津市の健康寿命は県内でも短い
　「健康寿命」とは、平均自立期間とも言い、健康で
自立した生活を送ることができる期間を表しています。
　江津市における65歳の人の平均自立期間は、男性
が17.04歳、女性が20.60 歳です。
　平均余命から平均自立期間を引いた「要介護期間」
を計算すると、男性1.96 年、女性3.66 年となります。
　男女で比較すると、男性よりも女性の方が平均余
命、平均自立期間は長いですが、その分介護を必要
とする期間も長い傾向があります。
　また、島根県全体での要介護期間は男性1.76 年、
女性3.41年です。江津市と島根県の平均を比較する
と、江津市は男女とも平均自立期間は短く、介護を必
要とする期間が長くなっています。

介護予防は健康診査から
　介護が必要となる要因は、認知症・脳卒中・関節疾
患が男女とも多くの割合を占めています。これらは高血
圧や糖尿病などの生活習慣病とも関係があります。
　生活習慣病は適切な医療を受けたり、食生活や運動
習慣などの生活習慣を改善するなど、きちんとコントロー
ルすることで悪化を予防できます。健康診査を受けて自
分の体のことを知り、生活習慣を見直しましょう。
　広報３月号で、地域での介護予防の取り組みを紹介し
ています。いつまでも住み慣れたまちで元気で暮らすた
めに、ぜひ活動に参加してみてください。
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江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

日（曜日） 会場・受付時間

６日（木）

㈱木村窯業所 ９：00 ～ 10：30
江津商工会議所 12：15 ～ 14：30
㈱しちだ・教育研究所 15：30 ～ 16：30

　輸血が必要な人を救うためにご協力を！
◎対象
　400ml献血（全血）が可能な人（体重50㎏以上）

◎対象者
　今年度中に40歳に到達する人～60歳までの人（こ
れまでにB型C型肝炎ウイルス検診を受けたことが
ある人及び現在肝炎治療中の人を除く）
◎時期　６月１日（土）～10月31日（木）
◎料金　無料
◎予約方法　市内各医療機関にお問い合せください。
■問 健康医療対策課健康増進係　	℡（５２）７９３５

　協会けんぽにご加入の40～74歳の被扶養者が受
診できる健診は、協会けんぽの特定健康診査（特定健
診）です。特定健診とは、糖尿病や高血圧などの生活
習慣病の前兆を見つけるための健診です。
◎特定健診費用の補助
　協会けんぽから費用補助があります。
※島根県内の健診機関の場合、自己負担額は０円～
１８７１円です。（消費税８％時）
◎申込方法
　ご希望の健診機関に直接予約をお願いします。受診
の際には受診券と保険証が必要です。
　受診券は４月にご自宅にお送りしてい
ます。
※詳しくは、協会けんぽ島根支部ホーム
ページからご確認いただけます。
■申 ■問 全国健康保険協会（協会けんぽ）島根支部保健
　　グループ　℡０８５２（５９）５２０４

～現況届は６月末までに提出してください～

　児童手当を受給している人には、引き続き受給要件
を満たしているかを確認するため、毎年６月に現況届
の提出をお願いしています。
　現況届を提出されないと、受給資格があっても６月
分以降の手当が受けられないことがあります。
　必ず期限内に提出をお願いします。
◎提出期限　６月30日（日）
◎提出先　市役所子育て支援課窓口
■申 ■問 子育て支援課子育て支援係　	℡（５２）７４８７

６月の献血肝炎ウイルス検診が始まります

協会けんぽ被扶養者特定健診

「赤ちゃん登校日」（江津東小学校）を開催します

児童手当・特例給付の現況届

　次世代育成支援の一環として、小学生が赤ちゃんとの関りを通じ
て、小さな命に感動する心、親への感謝や人への思いやり、生きる
勇気を育むことを目的に「赤ちゃん登校日」を開催します。
　公開授業となっています。関係者のみでなく関心のある人の積極
的な参観をお待ちしています。
◎日時
▽第２回赤ちゃんとの関わり体験授業
　６月４日（火）
▽第３回赤ちゃんとの関わり体験授業
　６月28日（金）
◎時間　午前９時30分～11時10分
◎会場　江津東小学校
◎講師　城西大学薬学部特任教授　高塚人志氏
■問子育てサポートセンターＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ
　	℡（５２）０５６９

▲ＨＰはこちら
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開催日 内　容 備　考

１日（土） ●あ  講演会「個性心理學研修～ウチの子って個性的？その子らしさを伸ばす育児とは？」
◎時間　午前 9 時 30 分～11時　　◎会場　　あさりこども園遊戯室　　◎講師　小鳩泰輔氏

要予約

５日（水） ●谷 乳幼児健康相談・離乳食教室・絵本の読み聞かせ
◎時間　午前 9 時 30 分～11時 30 分

６日（木）
●う ぴょんぴょん「ベビーフォト」

◎時間　午前９時 30 分～11時 30 分
●の マザーズひろば「ベビーマッサージ」

◎時間　午前 10 時～　　◎持ち物　バスタオル

要予約（７組）

要予約

７日（金） ●子 おたのしみの日「音楽遊び」
◎時間　午前 10 時～11時

８日（土） ●子 パパママ学級「お産の経過と沐浴体験・妊婦体験」
◎時間　午前 10 時～正午　　◎持ち物　母子健康手帳

要予約

11日（火）
●あ わくわくランチ「子どもたちが食べている食事を食べます」

◎時間　午前 11時～正午　◎参加費　子ども150 円、大人 250 円
◎持ち物　お箸、スプーン、フォーク、お茶（大人も）

要予約（５組、6/4 締切）

12 日（水）

●う ぴょんぴょん「手型・足型アート」
◎時間　午前９時 30 分～11時

●谷 すくすくランド「お楽しみの日」
◎時間　午前 9 時 30 分～11時　　◎持ち物　お茶

●の ０歳児あそぼうクラブ「食事体験」
◎時間　午前 10 時～　　◎参加費　子ども150 円、大人 250 円
◎持ち物　エプロン、スプーン、フォーク、おしぼり、ごはんは大人のみ必要

●子 ３歳児健康診査
◎時間　午後12 時 30 分～　　◎対象　H28 年1月～2 月生

要予約（７組）

要予約（８組）

13 日（木） ● さくらこども園の日「あさりの姉妹園のさくらこども園で虫よけアロマスプレーを一緒に作ろう」
◎時間　午前 9 時 30 分～11時　　◎会場　さくらこども園　　◎持ち物　お茶

要予約（6/6 締切）
※予約はあさり子育て支援センター

14 日（金）
●子 おたのしみの日「まき作り」

◎時間　午前 10 時～11時　　◎参加費　家族で100 円
◎持ち物　飲み物、エプロン、三角巾

要予約

15 日（土） ●子 絵本のよみかたりの日（しまね子ども読書アドバイザー）
◎時間　午前 10 時～11時

18 日（火） ●子 はじめてベビーの日「虫よけスプレー作り」
◎時間　午前 10 時～11時　　◎参加費　100 円

要予約

19 日（水）

●う ぴょんぴょん「食事体験おいしい day」
◎時間　午前９時 30 分～午後12 時 30 分　　◎持ち物　エプロン、口拭き
◎給食費　500 円

●谷 すくすくランド「七夕飾り作り」
◎時間　午前 9 時 30 分～11時　　◎持ち物　お茶

●の １・２・３歳児あそぼうクラブ「食事体験」
◎時間　午前 10 時～　　◎参加費　子ども150 円、大人 250 円
◎持ち物　スプーン、フォーク、エプロン、おしぼり、大人のみごはん

●子 乳幼児健康相談・おっぱい相談
◎時間　午前 9 時 30 分～11時 30 分

●子 むし歯予防教室「歯科検診とフッ素塗布」
◎時間　午後１時～２時 30 分　　◎費用　500 円
◎持ち物　母子手帳

要予約（３組、6/12 締切）

要予約（８組）

要予約（８組）

20 日（木）  ●あ スマイルデー「風のえんがわで、焼き物小物を作ろう」
◎時間　午前 10 時～11時 30 分　　◎会場　風のえんがわ　　◎備考　カフェもあります

要予約（6/13 締切）

21日（金） ●子 おたのしみ「七夕飾り作り」
◎時間　午前 10 時～11時

23 日（日） ●子 幼児の救急法
◎時間　午前 10 時～11時 30 分　　◎備考　動きやすい服装でお越しください

要予約

26 日（水）
●谷 すくすくランド「お好み焼きパーティー」

◎時間　午前 9 時 30 分～11時　　◎持ち物　お茶
●子離乳食教室

◎時間　午前 10 時～11時 30 分　　◎対象　後期 9 ～11ヵ月児・完了期

27 日（木）

●あ もぐもぐデー「こども園がお勧めするおやつを試食しながら、栄養士・保健師とおしゃべりしよう」
◎時間　午前 10 時～11時　　◎持ち物　お茶

●う ぴょんぴょん「小麦粉粘土で遊ぼう」
◎時間　午前９時 30 分～11時 30 分

●の バースデーカフェ
◎時間　午前 10 時～　　◎参加費　100 円

要予約（6/20 締切）

要予約（10 組）

要予約（6/13 締切）

子育てサポート　６月のイベント一覧

●子 子育てサポートセンター	ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ		　℡（５２）０５６９
●の のぞみ子育て支援センター　℡（５２）７８８８　　●谷 谷住郷子育て支援センター　℡（９２）０３３８
●あ あさり子育て支援センター　℡（５５）１０２４　　●う うさぎ山子育て支援室　℡（５４）１４２５

　子育てサポートセンターの実施する今月のイベ
ントや各種の取り組みなどをお知らせします。

　各イベントなどへのお申し込みやお問い合わせ
は下記の各施設までお問い合わせください。

（注）表中に記載がない場合、予約不要・参加費などは無料
　ただし、本号発行後に変更される場合があります。

健康
＆

すくすく

202019.6かわらばん



施設の区分 受動喫煙防止対策 経過措置

A
学校・病院・児童福祉施設など、
行政機関
旅客運送事業自動車・航空機

禁煙（敷地内禁煙）
※屋外で受動喫煙を防止するた
めに必要な措置がとられた場所
に、喫煙場所が設置できます。

―

B

上記以外の多数の者が利用する
施設
旅客運送事業船舶・鉄道 原則屋内禁煙

※喫煙専用室（喫煙）内でのみ
喫煙可

加熱式たばこ：原則屋内禁煙
※喫煙専用室（喫煙）内でのみ喫煙可

飲食店

既存特定飲食提供施設
既存の経営規模の小さい飲食店（個
人または中小企業かつ客席面積 100
㎡以下の飲食店）は、標識の掲示に
より喫煙可

　受動喫煙対策を強化するため、昨年 7
月に健康増進法の一部を改正する法律が
成立しました。
　これにより、受動喫煙を防止するため
の取り組みは、マナーからルールへと変
わります。

　たばこを吸わない人も吸う人も、尊重
し合う社会を目指して、「望まない受動
喫煙」を防ぎましょう。

※詳しい内容は、広報７月号で特集します。

■問健康医療対策課健康増進係　℡（５２）７９３５

　次の３つの基本的な考え方を趣旨として定め
られています。
①「望まない受動喫煙」をなくす
②受動喫煙による健康影響が大きい子ども、患

者などに特に配慮する
③施設の類型・場所ごとに対策を実施

　受動喫煙防止のため、施設の区分に応じ、施
設内（屋内を含む）が原則禁煙となる施設があ
ります。
　詳しくは、下表をご確認ください。
※喫煙ができる場所には、20 歳未満は立ち入
れません。

　改正された健康増進法は令和２年４月１日から
全面施行されます。一部の施設は、７月１日から
受動喫煙防止対策が始まります。

■第１弾（１月 24 日施行）
　喫煙する際の周囲の状況への配慮義務など

■第２弾（７月１日施行）
　学校・病院・児童福祉施設など、行政機関（Ａ）
→敷地内禁煙

■第３弾（令和２年４月１日施行）
・旅客運送事業自動車・航空機
→禁煙
・Ａ以外の多数の者が利用する施設、旅客運送
事業船舶・鉄道
→原則屋内禁煙
・喫煙を目的とする施設（公衆喫煙所、バーやス
ナックなど）
→喫煙可
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不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

○日
６
月
23
日
（日）

　
午
前
９
時
～
正
午

○対
一
般
家
庭
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
み

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可

○￥
有
料

○他
金
物
類
と
有
害
ご
み
と
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
に
分
別
が
必
要
で
す
。
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

℡
（
５
２
）５
３
２
１

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

ご
み
ピ
ッ
ト
で
発
生
し
た
火
災

　

３
月
20
日
午
後
、エ
コ
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
ご
み
ピ
ッ
ト
（
搬
入
さ

れ
た
ご
み
を
貯
め
て
お
く
場
所
）で
火

災
が
発
生
し
、同
日
深
夜
に
鎮
火
し

ま
し
た
。

　

火
災
発
生
に
伴
い
、ご
み
を
搬
入

し
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
消
火
活

動
の
た
め
搬
入
を
お
断
り
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
粗
大
ご
み
破
砕
機
で
発
火
し
た
ご

み
が
ご
み
ピ
ッ
ト
へ
落
ち
、ご
み
に

延
焼
し
た
模
様
で
す
が
、発
生
原
因

の
特
定
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
の
よ
う
な
危
険
物
が
原
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
可
燃
ご
み
を
収
集
場

所
へ
出
し
た
り
、直
接
搬
入
し
た
り
す

る
際
に
は
、こ
の
よ
う
な
危
険
物
を
混

入
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
危
険
物
の
例

　
ラ
イ
タ
ー
・
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ

ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
電
池
（
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
な
ど
）

※
有
害
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
３
）５
０
８
１

お
知
ら
せ

チ
ケ
ッ
ト
転
売
仲
介
サ
イ
ト

に
注
意
！

チ
ケ
ッ
ト
の
不
正
転
売
の
禁
止

　
特
定
興
行
入
場
券
を
興
行
主
の
事

前
の
同
意
を
得
ず
、業
と
し
て
販
売
価

格
を
超
え
る
価
格
で
有
償
譲
渡
す
る

行
為
、入
場
券
な
ど
の
不
正
転
売
を
目

的
と
し
て
譲
り
受
け
る
行
為
な
ど
が

６
月
14
日
か
ら
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト
購

入
の
際
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
主

催
者
な
ど
の
サ
イ
ト
上
に
「
転
売
チ

ケ
ッ
ト
で
は
入
場
で
き
な
い
、公
演

中
止
や
延
期
の
場
合
、転
売
チ
ケ
ッ

ト
は
補
償
が
な
い
」な
ど
と
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
前

に
、公
式
サ
イ
ト
や
主
催
者
の
利
用

規
約
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
海
外
の
チ
ケ
ッ
ト
転
売
仲
介
サ
イ

ト
の
場
合
、代
金
振
り
込
み
後
、連
絡

が
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、ネ
ッ
ト
上

の
見
知
ら
ぬ
相
手
と
の
チ
ケ
ッ
ト
の

取
引
は
危
険
で
す
。
公
式
サ
イ
ト
な

の
か
、チ
ケ
ッ
ト
転
売
仲
介
サ
イ
ト
な

の
か
を
慎
重
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■問
総
務
課
行
政
係℡

（
５
２
）７
９
２
７

医
療
費
通
知
は
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、医
療
機

関
の
受
診
が
あ
る
人
へ
、年
４
回
に
分

け
て
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

本
年
の
受
診
分
に
つ
い
て
、初
回

は
６
月
末
発
送
予
定
で
す
。

　

確
定
申
告
の
際
、医
療
費
控
除
の

資
料
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
２
月
発
送
分
は
年
間

分
の
医
療
費
通
知
を
記
載
し
ま
す
。

　
医
療
費
通
知
の
再
発
行
は
で
き
ま

せ
ん
。
確
定
申
告
の
時
期
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

℡
（
５
２
）７
９
３
７

経
済
セ
ン
サ
ス
・
基
礎
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
省
統
計
局
・
島
根
県
・
江
津

市
で
「
経
済
セ
ン
サ
ス
・
基
礎
調

査
」を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、我
が
国
の
全
て
の

産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
活
動

状
態
な
ど
の
基
本
的
構
造
を
全
国
・

地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
加
え
て
、事
業
所
・
企
業

を
対
象
と
す
る
各
種
統
計
調
査
の
母

集
団
情
報
を
整
備
し
ま
す
。

有　

料　

広　

告

情報
ポケットご

み
・
環
境

江
津
地
区
市
民
一
斉
清
掃
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
実
施
日　
６
月
２
日
（日）

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）７
９
３
６

可
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

○日
６
月
23
日
（日）

　
午
前
９
時
～
正
午　
　

○￥
有
料

○他
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

■問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
３
）５
０
８
１

各記号の意味
○日日時　○期期間　○場場所　○内内容　○対対象
○資資格　○持持ち物　○定定員　○￥費用　○〆締切　
○他その他　■問問い合わせ先　■申申請先

６月
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有　

料　

広　

告

　

調
査
期
間
中
、調
査
員
が
市
内
全

て
の
事
業
所
の
活
動
状
態
を
実
地
で

確
認
し
ま
す
。
一
部
は
調
査
票
を
配

布
す
る
こ
と
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
調
査
期
間　
６
月
～
１
月

◎
回
答
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
ま
た
は
郵
送

■問
総
務
課
情
報
統
計
室

℡
（
５
２
）７
９
２
８

「
石
見
潟
28
号
」発
行

　

江
津
市
文
化
財
研
究
会
は
、機
関

誌
「
石
見
潟
」を
２
、３
年
ご
と
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

　
第
28
号
の
特
集
は
「
江
津
市
寺
院

の
か
く
れ
た
文
化
遺
産
」で
す
。
今

回
初
め
て
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
印
刷

し
、各
寺
院
の
文
化
遺
産
を
よ
り

生
々
し
く
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
購
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○￥
１
５
０
０
円

■申
■問
江
津
市
文
化
財
研
究
会
事
務
局

（
江
津
市
図
書
館
本
館
）

℡
（
５
２
）０
５
５
１

相　
談

６
月
補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
3
日
（月）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

☆
４
日
（火）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
４
日
（火）
〔
東
神
実
業
〕

　
午
後
１
時
～
2
時
30
分

☆
26
日
（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室
」会
場

☆
13
日
（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
19
日
（水）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

☆
26
日
（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
健
康
医
療
対
策
課
障
が
い
者
福
祉
係

℡
（
５
２
）７
９
３
４

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ご
う
つ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）開
設

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、認
知

症
に
不
安
の
あ
る
人
、誰
も
が
気
軽

に
集
え
る
場
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ

も
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ヒ
ー
で

も
飲
み
な
が
ら
、認
知
症
の
こ
と
や

医
療
・
介
護
の
こ
と
、心
配
事
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○日
６
月
８
日
（土）
、22
日
（土）

　
午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

○場
ワ
ー
ク
く
わ
の
木
江
津
事
業
所

○対
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、専
門

職
な
ど
ど
な
た
で
も

○他
申
込
不
要

○￥
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
青
山
介
護
支
援
事
業
所

℡
（
５
４
）３
１
２
３

が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン
江
津

　
が
ん
の
こ
と
を
気
軽
に
本
音
で
語

り
合
う
場
、対
話
を
通
し
て
不
安
や

孤
独
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
場
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
共
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

○日
６
月
15
日
（土）

　
午
前
９
時
～
正
午

○場
江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

○対
が
ん
で
治
療
中
の
人
や
か
つ
て
が

ん
を
体
験
し
た
人
、そ
の
家
族
、医
療

や
福
祉
の
専
門
職
な
ど
ど
な
た
で
も

歓
迎
し
ま
す
。

○他
申
込
不
要

○￥
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
世
話
人
代
表　
松
浦
真
理
子

℡
０
９
０
（
８
０
６
８
）７
９
２
０

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
法
律
相
談
会
（
無
料
）

　
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
会
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○日
６
月
28
日
（金）

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時

○場
市
役
所
市
民
相
談
室

◎
相
談
時
間　
１
回
40
分
以
内

○￥
原
則
無
料

※
３
回
目
の
継
続
相
談
か
ら
有
料

（
１
回
５
千
円
）

◎
申
込
方
法　
相
談
に
は
電
話
予
約

が
必
要
で
す
。

■申
■問
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
２
）４
５
１
４

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催

○日
６
月
12
日
（水）　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
毎
月
第
２
水
曜
日

○場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

○内
求
人
・
求
職
相
談
、

　
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

■問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

市県民税（１期）の納付期限は７月１日（月）です

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
５
月
号
22
ペ
ー
ジ「
ア
ク
ア

ス
イ
ベ
ン
ト
情
報
」の
特
別
展
に
つ

い
て
、田
中
俊
睎
さ
ん
の
氏
名
の
一

部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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労
働
相
談
会

　
島
根
県
労
働
委
員
会
と
島
根
労
働

局
、島
根
県
社
会
保
険
労
務
士
会
、島

根
県
弁
護
士
会
な
ど
が
合
同
で
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
、突
然
解

雇
、賃
金
不
払
な
ど
、労
働
者
と
事
業

主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

○日
６
月
30
日
（日）

　
受
付
時
間
：
午
前
11
時
～
午
後
３
時

○場
い
わ
み
ー
る

○￥
無
料

○他
労
働
者
、事
業
主
ど
ち
ら
か
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

◎
申
込
方
法　
事
前
予
約
者
優
先
で

す
が
、当
日
受
付
も
あ
り
ま
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■申
■問
島
根
県
労
働
委
員
会

℡
０
８
５
２
（
２
２
）５
４
５
０

生
活
・
仕
事
・
お
金
な
ど
で

お
困
り
の
人
へ

　
様
々
な
事
情
に
よ
り
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
に
、専
門
の
支
援
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

◎
開
設
日　
平
日

◎
開
設
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○場
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

■問
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）２
４
７
４

講
座
・
研
修

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

と
狩
猟
免
許
更
新
講
習
会

　
狩
猟
を
行
う
に
は
狩
猟
免
許
が
必

要
で
す
。
す
で
に
免
許
を
取
得
し
て

い
る
人
は
有
効
期
限
を
ご
確
認
の
う

え
、必
要
な
場
合
は
更
新
講
習
を
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
会
場
で
受
験
が
で
き
な
い
場

合
、他
会
場
で
の
受
験
も
可
能
で
す
。

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

○日
６
月
９
日
（日）　
午
前
９
時
～

○場
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

狩
猟
免
許
試
験

○日
６
月
30
日
（日）　
午
前
９
時
～

○場
浜
田
合
同
庁
舎

■問
県
西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
業

振
興
課℡

０
８
５
５
（
２
９
）５
６
０
４

　
農
林
水
産
課
林
業
水
産
係

℡
（
５
２
）７
９
５
７

第
１
回
都
野
津
文
化
講
座

○日
６
月
23
日
（日）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○場
都
野
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交

流
セ
ン
タ
ー

○内
テ
ー
マ
「
人
麻
呂
と
依
羅
娘
子
」

・
第
一
部
「
水
墨
画
に
よ
る
紙
芝
居
」

（
朗
読　
今
﨑
恵
子
）

・
第
二
部
「
愛
と
別
れ
を
歌
碑
か
ら

探
る
」（
語
り
部　
小
路
伴
子
）

■問
都
野
津
親
和
会
（
磯
田
）

℡
（
５
３
）１
２
１
９

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

説
明
会

○日
６
月
10
日
（月）
～
14
日
（金）

　
午
後
３
時
30
分
～
午
後
５
時

○場
浜
田
税
務
署
２
階
大
会
議
室

○対
事
業
者

○他
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
方
法　
参
加
を
希
望
す
る
人

は
、事
前
に
浜
田
税
務
署
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、受
付
を
終
了

し
ま
す
。

■申
■問
浜
田
税
務
署
総
務
課

℡
０
８
５
５
（
２
２
）０
３
６
１

浜
田
養
護
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座

　

浜
田
養
護
学
校
は
、高
校
生
以
上

の
人
を
対
象
に
、障
が
い
に
つ
い
て

一
緒
に
学
び
な
が
ら
、地
域
で
生
活

す
る
子
ど
も
た
ち
を
理
解
し
支
え
る

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。	

　
今
年
度
は
年
間
７
回
の
講
座
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
都
合
の
つ
く
回
の

み
の
参
加
も
可
能
で
す
。	

【
第
１
回
】

○日
６
月
22
日
（土）　
午
前
10
時
～
正
午

○場
浜
田
中
央
図
書
館

○内
あ
い
サ
ポ
ー
ト
研
修

【
第
２
回
】

○日
７
月
20
日
（土）　
午
前
10
時
～
正
午

○場
浜
田
養
護
学
校

○内
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
に
つ
い
て

※
い
ず
れ
も
受
付
午
前
９
時
30
分
～

◎
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
第
３
回
以
降
は
、広
報
や
学
校
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■申
■問
浜
田
養
護
学
校
（
出
会
、伊
藤
）

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
０
０

募　
集

江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

社
会
の
た
め
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

◎
業
務
内
容　

屋
内
・
屋
外
清
掃
、

窓
ふ
き
や
水
ま
わ
り
の
掃
除
、家
庭

の
定
期
的
な
ご
み
出
し
、障
子
の
貼

り
替
え
、草
刈
り
や
せ
ん
定

◎
入
会
条
件　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
健
康
で
、働
く
意
欲
の
あ
る
人

入
会
説
明
会

○日
６
月
20
日
（木）　
午
後
１
時
30
分
～

○場
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○他
筆
記
用
具
持
参

※
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

有　

料　

広　

告
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有　

料　

広　

告

き
ん
さ
い
市
場
営
農
塾

参
加
者
募
集

　

今
後
農
業
を
し
て
み
た
い
人
、道

の
駅
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ
や
産
直
市
へ

の
出
荷
を
始
め
て
み
た
い
人
な
ど
を

対
象
に
、営
農
塾
を
開
講
し
ま
す
。

　
農
業
の
経
験
が
少
な
い
人
で
も
歓

迎
し
ま
す
。

◎
日
程　
９
月
～
令
和
２
年
８
月

※
12
ヵ
月
、毎
月
２
回
程
度
の
開
催

○場
浜
田
市
内
村
町

○内
種
ま
き
、畑
の
管
理
か
ら
収
穫
ま

で
「
基
礎
講
座
（
座
学
）」と
「
畑
で

の
体
験
学
習
」

○定
15
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
、書

類
に
て
選
考
）

◎
実
習
作
物　
一
般
野
菜

○￥
２
０
０
０
円
（
年
会
費
）

○〆
７
月
19
日
（金）

■申
■問
Ｊ
Ａ
し
ま
ね	

い
わ
み
中
央
地
区

本
部
営
農
企
画
課

℡
０
８
５
５
（
２
２
）８
８
１
２

ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
塾

一
般
参
加
者
募
集
！

　
金
田
の
畑
で
毎
年
小
学
生
の
親
子

を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
ふ
れ
あ
い

農
業
体
験
塾
が
、今
年
も
一
般
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

年
間
４
回
の
活
動
で
、芋
植
え
か

ら
収
穫
、芋
コ
ン
テ
ス
ト
を
体
験
す

る
ほ
か
、夏
み
か
ん
狩
り
、そ
う
め
ん

流
し
な
ど
楽
し
い
活
動
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

　

農
業
を
体
験
し
て
み
た
い
人
、交

流
の
幅
を
増
や
し
た
い
人
な
ど
、ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○日
６
月
15
日
（土）
（
第
１
回
目
）

◎
申
込
方
法

　
参
加
希
望
者
の
住
所
・
氏
名
・
連

絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
選
は
申
込
締
切
後
、抽
選
に
て

決
定
し
、ご
案
内
し
ま
す
。

○〆
６
月
７
日
（金）
必
着	

■申
■問
金
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

℡
・
FAX
（
５
２
）０
７
０
４

訓
練
生
の
募
集

☆
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
実
践
科

　
幅
広
い
業
種
で
必
要
と
さ
れ
る
Ｉ

Ｔ
知
識
を
身
に
つ
け
、職
場
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
習
得
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
文
書
作
成
や

表
計
算
な
ど
の
操
作
技
術
を
通
じ
て
、

事
務
処
理
業
務
の
企
画
や
提
案
が
で

き
る
技
能
も
習
得
し
ま
す
。

○資
求
職
者

○期
７
月
２
日
（火）
～
10
月
31
日
（木）

○場
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

○定
15
人

○￥
無
料
（
２
１
０
０
０
円
程
度
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
必
要
）

○〆
６
月
12
日
（水）

◎
入
校
検
定
日　
６
月
20
日
（木）

◎
検
定
場
所

　
浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

◎
選
抜
方
法　
面
接
試
験
、筆
記
試
験

◎
申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓

口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
県
立
西
部
高
等
技
術
校
（
得
能
、

大
塚
）℡

０
８
５
６
（
２
２
）２
４
５
０

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
に
よ
り

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
10
代
か

ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
の
約
９
万
人

の
学
生
が
、様
々
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
出
願
期
間

　

第
１
回
は
８
月
31
日
ま
で
、第
２

回
は
９
月
20
日
ま
で

◎
資
料
請
求

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

入
学
説
明
会
・
相
談
会

○日
７
月
13
日
（土）　
午
後
２
時
～

　
８
月
16
日
（金）　
午
後
２
時
～

※
８
月
は
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

○場
県
立
西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ

ー
（
い
わ
み
ー
る
内
）

■申
■問
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
８
）５
５
０
０

大
型
外
国
ク
ル
ー
ズ
客
船

船
内
見
学
会
の
参
加
者
募
集

　
イ
タ
リ
ア
船
籍
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

「
コ
ス
タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」の
船

内
見
学
が
で
き
ま
す
。

※
見
学
会
に
は
、外
国
客
船
の
た
め
当

日
有
効
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

○日
７
月
７
日
（日）

　
受
付
：
正
午
～
午
後
０
時
30
分

　
乗
船
手
続
：
午
後
０
時
45
分
～

　
船
内
見
学
：
午
後
１
時
～
２
時

◎
受
付
場
所　
浜
田
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

○定
40
人

◎
応
募
方
法

　

往
復
は
が
き
に
、①
氏
名
（
漢

字
）、②
氏
名
（
パ
ス
ポ
ー
ト
記
載
の

ロ
ー
マ
字
）、③
生
年
月
日
（
西
暦
）、

④
国
籍
、⑤
パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
、⑥
住

所
、⑦
電
話
番
号
（
日
中
連
絡
が
取

れ
る
番
号
）を
記
入
し
て
応
募
先
ま

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
１
通
に
つ

き
、２
人
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

◎
応
募
先

〒
６
９
７
‐
０
０
６
２

浜
田
市
熱
田
町
２
１
３
５
‐
２

浜
田
港
振
興
会
「
コ
ス
タ
・
ネ
オ

ロ
マ
ン
チ
カ
」船
内
見
学
会　
係

○〆
６
月
14
日
（金）
必
着

■申
■問
浜
田
港
振
興
会

℡
０
８
５
５
（
２
４
）７
７
３
３
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い
わ
み
自
然
学
校

　

石
見
海
浜
公
園
に
宿
泊
し
て
、ウ

ォ
ー
タ
ー
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教

室
、海
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
他
）、飯
ご
う
、Ｂ
Ｂ
Ｑ
、藻
塩

作
り
、キ
ス
釣
り
な
ど
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。	

○対
小
学
４
～
６
年
生

○定
30
人

○日
８
月
１
日
（木）
～
３
日
（土）

○場
石
見
海
浜
公
園

○￥
６
０
０
０
円

◎
指
導
者　
浜
田
市
三
隅
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
・
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
ク
ラ
ブ

○〆
６
月
30
日
（日）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■申
■問
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
６
０
０

イ
ベ
ン
ト

芸
州
流
田
植
ば
や
し
で

花
田
植
え
体
験

　
昭
和
初
期
か
ら
跡
市
地
区
に
伝
わ

る
芸
州
流
（
広
島
県
北
広
島
町
か
ら

伝
わ
っ
た
流
儀
）の	

田
植
ば
や
し
に

乗
っ
て
田
植
え
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
未
経
験
者
も
参
加
可
能
で
す
。
も

ち
ろ
ん
見
学
も
大
歓
迎
！
模
擬
店
も

出
店
し
、田
植
え
体
験
者
に
は
軽
食

を
用
意
し
ま
す
。

○日
６
月
９
日
（日）

　
午
前
11
時
～
正
午

※
小
雨
決
行

○場
跡
市
町
地
内

◎
集
合
場
所　
旧
跡
市
小
学
校

※
田
植
え
体
験
者
は
30
分
前
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

○定
20
人
（
小
学
生
以
下
の
人
は
、保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

■申
■問
跡
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
跡
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー
内
）　	

℡
（
５
６
）２
１
０
７

江
津
本
町
甍
街
道
ふ
ら
り

〔fula:Re

〕開
催
！

　
江
津
本
町
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
も
江
津
本
町
の

歴
史
や
町
並
み
を
楽
し
み
な
が
ら
ふ

ら
り
と
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
は
飛
鳥
か
ら
令
和
ま
で
の
元

号
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

お
団
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

○日
６
月
９
日
（日）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○場
江
津
本
町
エ
リ
ア

※
雨
天
決
行

■問
ふ
ら
り
事
務
局
（
東
）

℡
０
９
０
（
７
９
７
４
）７
６
６
８

江
津
清
和
養
護
学
校 

 

学
校
公
開
週
間

	　
江
津
清
和
養
護
学
校
の
教
育
や
特

別
支
援
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、学
校
公
開
を

行
い
ま
す
。
今
年
度
は
各
学
部
の
特

色
も
お
伝
え
で
き
る
内
容
で
す
。	

○日
６
月
17
日
（月）
、18
日
（火）
、

　
　
　
20
日
（木）
、21
日
（金）

※
開
催
日
に
よ
っ
て
時
間
と
内
容
が

異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。	

○内
学
校
施
設
見
学
、各
学
部
説
明
、授

業
見
学
、教
育
相
談
な
ど	

◎
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ	

○〆
６
月
５
日
（水）	

■申
■問
江
津
清
和
養
護
学
校
（
中
島
、

永
野
）	　
　
　
℡
（
５
２
）２
６
１
３	

FAX
（
５
２
）２
６
１
４

第
32
回
新
日
美
島
根
支
部
展

　
新
日
本
美
術
協
会
島
根
支
部
の
会

員
と
美
術
愛
好
家
の
作
品
を
、鑑
賞

者
と
気
軽
に
楽
し
め
る
交
流
の
場
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

○期
６
月
18
日
（火）
～
23
日
（日）

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

○場
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

○内
日
本
画
・
水
墨
画
・
洋
画
・
彫
刻
・

能
面
・
ち
ぎ
り
絵
・
陶
芸
・
人
形
ほ
か

○￥
無
料

■問
新
日
本
美
術
協
会
島
根
支
部
事
務

局
（
田
中
俊
睎
）℡

（
５
２
）５
８
５
５

「
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
」

ｉ
ｎ 

江
津
市

　
「
わ
か
り
や
す
く
て
面
白
い
！
」と

絶
賛
さ
れ
た
憲
法
の
書
籍
「
檻
の
中

の
ラ
イ
オ
ン
」の
著
者
・
楾
大
樹
さ
ん

を
お
招
き
し
て
、憲
法
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
」は
、中
学

校
向
け
の
公
民
資
料
集
に
も
掲
載
さ

れ
、話
題
と
な
り
ま
し
た
。

○日
６
月
16
日
（日）

　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

○場
蓮
敬
寺
（
敬
川
町
）

○￥
大
人
１
０
０
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料

◎
講
師　
楾
大
樹
さ
ん
（「
檻
の
中
の

ラ
イ
オ
ン
」著
者
、弁
護
士
）

◎
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■申
■問
丸
山

℡
０
９
０
（
５
４
５
４
）４
７
５
７

m
aru-agri@

iw
am
icatv.jp

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

効
果
の
高
い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
す
。
誰
で
も
で
き
る
無
理

の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
最
適
で
す
。

○日
６
月
16
日
（日）　
午
前
10
時
～
正
午
頃

○場
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー	

○定
30
人
程
度	

○￥
無
料
（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

◎
申
込　
左
記
ま
で
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。	

■申
■問
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
１

有　

料　

広　

告
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有　

料　

広　

告

消費者生活に関するご相談は、
　消費者ホットライン
　　１８８（局番無し）
　　　　※お近くの消費者相談セ

　　　ンターにつながります。

くらしの広場
　マンガで学ぶ
　賢い消費生活

作 柏屋コッコ

（無料相談・断酒会・各種統計・寄付など）

 交通事故の発生状況
（４月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者
市
内

Ｈ 31 年 12 0 15
前年比 3 0 6

県
内

Ｈ 31 年 275 9 326
前年比 -69 1 -93

 火災・救急・救助の件数
（４月末現在・江津消防署管内）

種別 火災 救助 救急
月の件数 0 2 99
年間合計 3 9 425

 人の動き
（４月末現在・市民生活課届出分）

人口・世帯数       ※括弧内は前月比
総人口　　23,551人（106）
男　　　　11,058人（91）
女　　　　12,493人（15）
世帯数　　11,584世帯（118）
赤ちゃんの誕生

男の子　　４人　／　女の子　　９人

ありがとうございます
（４月 30 日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付

香典返し寄付

▽松江市（二宮）・長谷川淳さん（故豊子さん）▽
渡津・井上澄江さん（故直幸さん）▽桜江・中川稔
さん（故登美子さん）▽江津・福島尚司さん（故定
子さん）▽後地・髙﨑明美さん（故道男さん）▽広
島県廿日市市（都治）・北本正義さん（故寅雄さ
ん）▽和木・井口敬子さん（故精一さん）▽千葉県
市川市（嘉久志）・三本松あす美さん（故八重子さ
ん）▽都野津・吉村和三弘さん（故ヒロ子さん）▽
波子・川村由美子さん（故実夫さん）▽二宮・平野
浩昭さん（故利弘さん）▽敬川・河野博さん（故房
子さん）▽都野津・坂本茂さん（故定子さん）▽和木

（江津）・福冨直巳さん（故美壽子さん）▽和木・山
田忠勝さん（故ミツエさん）▽二宮（川平）・池田隆
司さん（故一義さん）▽桜江・加藤哲さん（故坂根
次子さん）
一般寄付

▽桜江・岡本満さん▽嘉久志・ライオンズクラブ
国際協会３３６―Ｄ地区 ３Ｒ１Ｚ ＺＣ 七田厚さん

※掲載をご了承いただいた人について掲載し
ています。印刷上表記できない漢字は、常用
漢字などに置き換えています。
江津市社会福祉協議会（℡ 52-2474）

６月の無料相談
人権相談

江津
３日・17日（いずれも月）
 9：00 ～12：00
市役所２階　第６会議室

桜江 ４日（火）　9：00 ～12：00
桜江総合センター　研修室

行政相談

江津 26日（水）14：00 ～17：00
市役所１階　市民相談室

桜江 開催なし
こころの健康相談

日時 26日（水）14：00 ～16：00
会場 市役所　第６会議室

予約先 浜田保健所　℡0855（29）5550
交通事故相談

日時 毎週水曜日（祝休日を除く）
会場 浜田合同庁舎１階

予約先 島根県交通事故相談所浜田相談室
℡0855（29）5563

サポステ浜田　就労相談
日時 毎月第２火曜日 11：00 ～13：00
会場 市社会福祉協議会　面談室

予約先
島根県地域若者サポートステーション
（浜田市・いわみーる1階）
℡0855（22）6830

ふれあい福祉センター総合相談所
法律相談
（弁護士）

13日（木）13：00～15：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（江津）

28日（金）9：00 ～12：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（桜江）

18日（火）13：30 ～15：45
桜江総合センター　※要予約

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）9：00 ～16：00
※祝日・年末年始は除く
市社会福祉協議会

予約先 市社会福祉協議会　℡（52）6710

６月の断酒会
江津保健センター
開催日 ６日・13 日・27 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター
開催日 20 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00

　　　　■問 佐々井勉 ℡ 090（8715）8679
　　豊田康弘 ℡ 080（1904）8154

所長弁護士 佐和洋亮は、浜田高校Ｓ36年卒業、弁護士歴46年です。
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広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

帰省客でにぎわった、川戸わいわい市
　「なんでもかんでも　わいわい市」が５月５日に川戸地域コ
ミュニティ交流センター体育館で開催されました。子どもの日
を盛り上げ、また、連休で帰省した人と一緒に「わいわいしょー
や」ということを目的に、川戸地域コミュニティ協議会が主催。
今年で３回目を迎えました。
　ヨーヨー釣りなどの子どもの遊び場や、子ども用品、採れた
ての新鮮野菜、手作り惣菜などのバザーがあり、訪れた人でに
ぎわいました。山野草同好会展示会も開かれ、丹精込めて育
てた作品が並べられていました。連休を利用して帰省した人も
多く、久しぶりの再会に話の輪が広がる場面も見られました。

江津工業団地に
日本光研工業が進出
　日本光研工業株式会社の島根工場が江津工業団地に完成
して日本光研島根株式会社としてスタートし、４月25日に竣
工式を行いました。
　日本光研工業株式会社は、自動車の塗装や化粧品などに
使うパール顔料を製造する国内で唯一のメーカーです。
　このたび完成した島根工場では、主力製品である自動車外
装塗料やプラスチック用途のパール顔料の生産を予定してい
ます。

地域の伝統を引き継ぐ市山ふるさと祭り
　４月28日、平成最後の日曜日に「第８回市山ふるさと祭り」
が市山地域コミュニティ交流センター体育館で開催されました。
　市山婦人会による「千丈渓おどり」から始まり、地元社中
による神楽、桜江中学校吹奏楽部による吹奏楽演奏、地域
住民によるバザーが行われ、地域内外から多くの人が訪れ楽
しんでいました。
　主催する市山芸能保存会会長の渡辺孝広さんは、「この祭
りは４年に１度開催するもので、地域の活性化とこれまでの
伝統を引き継いでいくために、今後も開催していきたい」と
話しました。

波子を満喫する春のひととき
　波子春祭りが５月12日に波子町ふれあい広場でありまし
た。石見神楽波子社中の上演の場として、そして、地域の人
の交流を目的に開催しており、今年で７年目となります。地
元のグルメと様々なステージが楽しめるイベントです。
　ステージでは、ダンスや大衆演劇、石見神楽波子社中によ
る神楽などが披露されました。地元の人による飛び入りコン
サート、○×ゲームもありました。○×ゲームでは、「波子駅
が今の姿に改修されたのは2010 年か？」といった波子なら
ではのクイズを出題。正解して全身で喜びを表現する参加者
の皆さんに、会場はとても盛り上がっていました。
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笑顔で楽しく認知症予防
　懐かしい小学校時代を思い出しながら楽しく認知症予
防ができるよう、小学校ならぬ〝笑〟学校として「嘉久志
町立脳活笑学校」が昨年から開校しています。嘉久志ま
ちづくり推進協議会が健康で楽しく暮らせるまちを目指し
て行っている取り組みの一つです。
　４月22日に今年度の入学式が開催されました。４人の
新入生と在校生 23人の皆さんが、脳活笑学校の校歌斉
唱を歌い、学校生活を懐かしみました。
　脳活笑学校は、しちだ式脳トレーニングを活用して、指
の運動や絵を見て記憶するゲーム、パズルなどの内容を週
に一度行います。生徒の皆さんは歓談しながら、ゲームな
どに取り組み、笑顔が絶えない授業となっていました。

長谷の山あいに風光る
　「風の国長谷デー」が５月３日に開催されました。
　平成９年の風の国オープン時から、地域を挙げて風の
国を盛り上げようと長谷地区振興協議会が主催しており、
今年で23回目を迎えます。
　ステージでは、長谷地区郷土芸能保存会の皆さんによ
る田植えばやし、地元の神楽社中による神楽が披露され
ました。
　今年は、広島県から和太鼓の演奏グループ「和恩」の
皆さんも出演し、力強い音色を響かせました。
　晴れ渡った空の下で奏でられる田植えばやしや神楽に、
帰省客や地元の皆さんは明るい表情で見入っていました。

新しい時代、浅利の海をきれいに
　５月１日、「新しい時代の幕開けに、皆で海をきれいにし
て気持ちのよいスタートを切ろう」と浅利海水浴場で清掃
活動が行われました。
　この活動は、有志の皆さんが「浅利ビーチクリーンプロ
ジェクト」として企画し、江津の宝である自然を改めて知り、
参加者同士がつながることで清掃活動が市内に広がってほ
しいと始めました。
　市内外から36人が参加し、プラスチックごみを拾ったり、
大きな流木を運んだりしてたくさんのごみを拾いました。	
集めたごみは100 袋にも及び、浅利の海は美しい姿を現
しました。清掃後の白い砂浜を見て、参加者の皆さんは晴
れ晴れとした笑顔を浮かべていました。
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和
元
年
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
で

す
。
今
回
は
、
教
育
の
魅
力
化
事
業

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
事
業
の
目
的
は
、「
Ｇ
Ｏ
▼
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
！
山
陰
の
『
創
造
力
特
区
』
へ
」
を
実

現
す
る
た
め
の
若
者
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
手
段
と
し
て
、「
創
造
力
の
源
泉
と

な
る
好
奇
心
・
興
味
・
関
心
を
育
む
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
を
公
立
の
保
・
小
・
中
・
高

校
で
展
開
し
ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
21
が
開
発
し
た
「
わ
く
わ
く
エ
ン
ジ
ン

®
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
？

　
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
は
、「
あ
な
た
は

将
来
何
に
な
り
た
い
の
？
」「
野
球
選
手
！
」

と
い
っ
た
や
り
と
り
が
、
一
度
は
あ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
と
き
、「
よ
し
、

甲
子
園
出
場
常
連
校
の
Ａ
高
校
へ
進
学
さ

せ
よ
う
。
け
れ
ど
学
費
が
か
か
り
そ
う
だ

な
」
と
思
う
の
か
、「
野
球
選
手
の
ど
ん
な

と
こ
ろ
が
好
き
な
の
？
野
球
の
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
わ
く
わ
く
す
る
の
？
」
と
子
に
問

い
か
け
る
の
か
で
、
そ
の
後
の
人
生
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た
ら
い
い
」

と
思
う
一
方
で
、
有
名
な
会
社
な
ど
に
就

職
し
た
り
、
難
関
大
学
に
進
学
し
た
り
す

る
と
、
ど
こ
か
で
安
心
す
る
も
の
で
す
。

け
れ
ど
、
昔
も
今
も
、
子
ど
も
た
ち
が
活

躍
す
る
未
来
に
、
ど
ん
な
職
業
が
あ
る
の

か
、
ま
た
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
な
ん

て
、
予
想
す
ら
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　
「
職
業
」
を
起
点
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
限
界
と
、
18
歳
人
口
の
市
外
・
県
外
流

出
の
真
因
は
、
事
業
所
の
数
が
少
な
い
と

い
う
市
の
置
か
れ
た
環
境
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、「
そ
も
そ

も
、
な
ぜ
そ
の
職
業
を
目
指
す
の
か
、
な

ぜ
そ
の
大
学
へ
進
学
し
た
い
の
か
」
を
深

掘
り
す
る
、
自
分
自
身
の
「
生
き
方
、
大

切
に
し
た
い
こ
と
」
を
知
る
と
い
う
こ
と

が
、
本
事
業
の
目
指
す
「
好
奇
心
」
起
点

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
す
。

わ
く
わ
く
エ
ン
ジ
ン
®
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
は
？

　
好
奇
心
（
わ
く
わ
く
す
る
も
の
）
を
刺
激

す
れ
ば
、
人
は
主
体
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
す
。
カ
ブ
ト
ム
シ
の
か
っ
こ
よ
さ
に
〝
わ

く
わ
く
〟
し
て
、
世
界
中
の
カ
ブ
ト
ム
シ
を

調
べ
ま
く
る
小
学
生
の
自
由
研
究
の
よ
う
に
。

知
識
は
与
え
ら
れ
て
暗
記
す
る
も
の
で
は
な

く
、
自
ら
の
意
思
で
獲
得
す
る
も
の
で
す
。

　
「
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
仕
事
に
す
る
」

の
で
は
な
く
、「
や
り
た
い
こ
と
を
仕
事
に

す
る
」
た
め
に
、「
自
分
が
わ
く
わ
く
す
る

こ
と
」
を
可
視
化
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
自
分
の
「
好
き
な
も

の
」
を
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
書
き
出
し
て
、「
わ

く
わ
く
す
る
こ
と
」
を
導
き
出
し
ま
す
。
わ

く
わ
く
す
る
こ
と
を
起
点
に
、
世
の
中
に
は

ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
か
を
た
く
さ
ん
知
る
こ

と
が
で
き
、
今
は
な
い
仕
事
を
〝
新
た
に
創

り
出
す
〟
こ
と
へ
の
意
欲
が
湧
き
ま
す
。

わ
く
わ
く
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

　

わ
く
わ
く
エ
ン
ジ
ン
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
都
野
津
地
区
に
あ
る
複
数
の
モ
デ
ル
校

に
て
実
施
し
ま
す
。
令
和
２
年
に
は
、
市
内

全
域
へ
と
徐
々
に
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
域
に
住
ま
う
人
・
地

域
で
働
く
人
・
地
域
で
学
ぶ
人
が
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
仕
組
み
で
す
。

そ
れ
は
、
学
校
で
過
ご
す
時
間
以
上
に
、
家

庭
や
地
域
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
、
地
域

社
会
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
意
識
を

よ
り
強
く
持
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

何
よ
り
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
り
、
わ
く

わ
く
し
て
い
る
市
民
が
一
人
で
も
増
え
る

こ
と
こ
そ
が
、
創
造
力
特
区
を
実
現
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
「
わ
く
わ
く
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

の
受
講
者
を
公
募
し
ま
す
。
養
成
講
座
修
了

後
、
モ
デ
ル
校
へ
出
向
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細

は
、
7
月
号
に
て
発
表
し
ま
す
。

江津市教育の魅力化プロデューサー
江上　尚

教
育

魅
力

化
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［ 教育の魅力化事業って何するの？ ］
第２回
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日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat

６月４日～６月10日は、歯と口の健康週間です！
「いつまでも　続くけんこう　歯の力」

1
●中 県高校総体ハン

ドボール競技大会
●中 ベテランテニス春

季ダブルス大会
●中 中国ろうきん杯

学童野球大会・
市予選

●サ アジ祭り
2 3 4 5 6 7 8
●中 全日本バレーボー

ル小学生石見地区
ブロック大会

●中 国体軟式野球大
会ブロック予選

◆虹の家祭り
◆江津地区市民一斉

清掃（22）

●済 子宮頸がん検診
◆肺がん(結核)検診
　（川越地区）
●役 人権相談（27）

●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆肺がん(結核)検診
　（谷住郷地区）
◆ 赤ちゃん登校日（19）
●さ 人権相談（27）

●済 子宮頸がん検診
◆肺がん(結核)検診
　（市山・長谷地区）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆肺がん(結核)検診
　（川戸地区）
●保 断酒会（27）

●済 子宮頸がん検診
◆肺がん(結核)検診
　（江津本町・金田・川

平地区）

●中 市中学校総合体
育大会

◆オレンジカフェご
うつ（23）

9 10 11 12 13 14 15
◆ 胃がん検診

（青山自治会館、市役所）
◆肺がん(結核)検診
　（浅利・島の星地区、

市役所）
●中 西日本軟式野球１・

２部大会市予選
◆和木ロシア祭り
◆跡市花田植え（26）
◆江津本町甍街道

ふらり（26）

●済 子宮頸がん検診
◆肺がん(結核)検診
　（渡津・松川地区）

●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診

●済 子宮頸がん検診
◆肺がん(結核)検診
　（都野津・二宮地区）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●社 法律相談（27）
●保 断酒会（27）

●済 子宮頸がん検診
◆肺がん(結核)検診
　（跡市・二宮地区）

●総 PTNAピアノコ
ンペティション

●中 市中学校ハンド
ボール大会

●サ かわピコまつり
●保 がんケアサロン

江津（23）

16 17 18 19　ごうつ食育の日 20 21 22
●総 PTNAピアノコン

ペティション
●中 県高校野球連盟

審判講習会
●中 シニア・テニス夏

季ダブルス大会
●中 カーツ杯ソフトバ

レーボール大会
●サ かわピコまつり

●済 子宮頸がん検診
◆肺がん(結核)検診
　（渡津・浅利地区）
●役 人権相談（27）

●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆肺がん(結核)検診
　（波積・都治・黒松地区）
●パ 新日美島根支部

展（26）
●さ 一般相談（27）

●済 子宮頸がん検診
◆肺がん(結核)検診
　（和木・敬川地区、パ

レットごうつ）
●パ 新日美島根支部

展（26）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
◆肺がん(結核)検診
　（嘉久志地区）
◆ ラジオ体操講習会

（19）
◆シルバー人材セン

ター入会説明会（24）
●パ 新日美島根支部

展（26）
●桜 断酒会（27）

●済 子宮頸がん検診
◆肺がん(結核)検診
　（波子・有福温泉・二宮・

敬川地区）
●パ 新日美島根支部

展（26）

●中 県中学校ハンド
ボール大会

◆オレンジカフェご
うつ（23）

●パ 新日美島根支部
展（26）

23 24 25 26 27 28 29
●中 県中学校ハンド

ボール大会
●中 市長旗親善野球

大会
●エ 休日開場日（22）
●島 休日開場日（22）
◆ 都野津文化講座（24）
●パ 新日美島根支部

展（26）

●済 子宮頸がん検診 ●図 休館日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診

●済 子宮頸がん検診
●役 こころの健康相談

（27）
●役 行政相談（27）

●子 休館日
●サ 定休日
●済 子宮頸がん・乳が

ん検診
●保 断酒会（27）

●済 子宮頸がん検診
◆ 赤ちゃん登校日（19）
●役 一斉法律相談会

（23）
●社 一般相談（27）

●中 中国ろうきん杯
学童野球大会ブ
ロック予選

30 ◎各記号の意味
●役 市役所　●人 人権啓発センター　●島 島の星クリーンセンター　●エ エコクリーンセンター　
●保 江津保健センター　●さ 桜江総合センター（●桜 桜江保健センター●コ 桜江コミュニティセンター
●川 川戸地域コミュニティ交流センター）　●中 中央公園　●総 総合市民センター　●図 江津市図書館　
●パ パレットごうつ　●サ サンピコごうつ　●子 子育てサポートセンター　●じ じばさんセンター　
●社 社会福祉協議会　●済 済生会江津総合病院　◆市内その他会場　※カッコ内の数字は、記事掲載ページ。

●図 休館日
●総 清吟堂吟友会島

根県西部地区吟
士権大会

●中 中国ろうきん杯学
童野球大会ブロッ
ク予選

６月ごうつカレンダー
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編
集
部
だ
よ
り

　
江
津
市
の
中
心
部
を
流
れ
る
１

級
河
川
「
江
の
川
」
は
、
昨
年
の

豪
雨
災
害
の
よ
う
な
「
水
害
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
昔
か

ら
鮎
や
ス
ズ
キ
、
サ
ク
ラ
マ
ス
が

遡
上
す
る
川
と
し
て
有
名
で
す
。

　

河
口
域
や
港
、
サ
ー
フ
で
は
、

ア
ジ
や
キ
ス
、
ヒ
ラ
メ
、
チ
ヌ
な

ど
多
く
の
魚
種
が
生
息
す
る
た

め
、
Ｇ
Ｗ
中
も
多
く
の
釣
り
人
が

県
内
外
か
ら
訪
れ
、
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

私
も
、
小
学
生
の
頃
か
ら
魚

釣
り
が
好
き
で
、
川
で
ス
ズ
キ
、

渓
流
で
ヤ
マ
メ
を
狙
う
ル
ア
ー

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
は
ま
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
毎
回
釣
れ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
釣
れ
な
か
っ
た
時

の
言
い
訳
は
、「
釣
れ
な
く
て
も

楽
し
い
の
が
釣
り
」
で
す
…
（
松

島
）

　
連
休
中
、
平
成
最
後
の
結
婚
式

に
参
列
す
る
た
め
九
州
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

前
々
々
任
者
の
広
報
時
代
か

ら
、
九
州
に
は
広
報
紙
を
交
換
し

合
っ
て
い
る
市
町
が
あ
り
ま
す
。

案
内
板
や
カ
ー
ナ
ビ
で
、
そ
の
地

名
を
見
つ
け
る
の
が
ド
ラ
イ
ブ
中

の
楽
し
み
で
し
た
。
前
か
ら
気
に

な
っ
て
い
た
熊
本
県
の
江え

づ津
湖
。

今
回
は
行
け
な
か
っ
た
の
で
、
旅

行
へ
行
く
と
き
に
立
ち
寄
り
た
い

で
す
（
佐
々
木
）

・江津市の課題解決につながるビジネスプラン
・江津市の地域特性を活かしたビジネスプラン

　100万円

　プランに本気で取り組むという情熱のある人
　（市内外問わず応募いただけます）

・応募フォーム ・資金／収支計画書

　締切後に書類による一次審査を行います

　12 月15 日（日）

　ＮＰＯ法人てごねっと石見
メール：go-con@tegonet.net

「Go-Con2019 担当者」あて
件名「プランタイトル（お名前）」

郵送：〒695− 0011　島根県江津市江津町 1517-35

■問 地域振興室地域振興係　℡（５２）７９２６
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